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事業概要 
 

令和２年度は、まさに新型コロナウイルス感染症との戦いであった。本来であれば５６年ぶりに

東京オリンピックとパラリンピックが開催され、社会的にも文化やスポーツに対する意識が高まり、

我々が管理運営する６施設においても活発な事業展開を実施する予定でした。しかし、４月１６日

に全国を対象とした緊急事態宣言発出に伴い全施設の臨時休館を実施、その後も、一部閉館、利用

制限などさまざまなご負担を利用者にお掛けしながら運営してきました。我々は市民の皆さまが安

全安心にご利用いただくために、新型肺炎対策本部を設置し松山市との情報共有など連携を密にす

るとともに、感染防止対策ガイドライン、各施設利用時チェックシートの作成、主催事業実施にお

ける統一判断基準を決定することで感染防止策を徹底した。 

文化振興事業では１５事業を参加者の安全が担保できないと判断し中止とした。しかし、Ｚｏｏ

ｍを活用した松山市新文化創造事業、愛媛ＣＡＴＶ協力のもと収録しＴＶ放映した星の音楽会、ソ

ーシャルディスタンス確保のため大幅に募集定員を少なくし実施したペン習字教室、こども館季節

体感イベントなどを開催した。計２６事業、延べ１０，５９９人の教室・イベント事業を展開した。 

スポーツ振興事業では、３１事業を参加者の安全が担保できないと判断し中止とした。身体障が

い者と健常者が共に汗をかいた財団設立１０周年事業身体障がい者スポーツ交流会＆体験会、キャ

ンプブームに端を発した野外活動、はじめての親子キャンプ、森のパン、森のピザ、よもぎもち作

りや文化事業同様、募集定員を少なくしたさまざまな教室を開催した。計３１事業、延べ１４，４

８４人の教室・イベント事業を展開した。 

埋蔵文化財保存・普及啓発事業では、中止した事業はないものの文化、スポーツ同様募集定員を

少なくし実施した。新規事業まつやまの歴史を学ぼう、こども考古学教室、当センター職員による

出張出前講座も４２回、延べ３，３９３人を数え普及啓発活動にも傾注した。郷土の歴史を学ぶこ

とのできる場として、計１３事業し、延べ３１，５２１人の特別展、教室、講座などを展開した。 

以上のように本年度は利用者の安全安全を第一とし、さまざまな創意工夫をしながら教室・イベ

ント事業展開したものの６施設利用者が約８７万人（対前年比５８．２％減）、使用料等収入が約

２億７千万円（対前年比４７．５％減）となった。 
 

事業区分 

 公益目的事業１      （４１事業） （定款 第４条第１項第１号事業及び第４号事業） 

  多様な感性や創造力を高める機会や様々な学習機会を提供し、市民が生活に潤いや豊かさを 

感じることができる環境の実現に努めた。 

 公益目的事業２      （６２事業） （定款 第４条第１項第２号事業及び第４号事業） 

  トップアスリートのプレーを直接見る感動、仲間と共に汗を流して感じる充実感や達成感 

 など、市民がスポーツを通じて生活に生きがいや喜びを感じることができる環境の実現に 

 努めた。 

 公益目的事業３      （１３事業） （定款 第４条第１項第３号事業及び第４号事業） 

  貴重な埋蔵文化財を後世に伝えるため、土地開発等に際し発掘調査を行い、出土した遺物の 

 保存等を行った。 

収益事業          （４事業） （定款 第４条第２項第１号事業及び第２号事業） 

文化･スポーツ施設における公益目的事業以外への貸与及び駐車場・売店の適正な運営に 

努めた。 

２ 

１ 
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　　①　公演事業

　　　市民が文化に接し、体感し、魅力を広める機会を提供するために、文化拠点施設
　　であるホール等を活用する自主公演や施設の特徴を活かした活動発表を始め、地域
　　住民が主体となって地域文化を紹介する機会を提供し、これを市民が等しく享受で
　　きる事業

財団設立10周年事業として、若年層を中心に普及拡大が見込まれる「eスポーツ」の国体予選＆体験会をキャメ
リアホールとコミュニティプラザで実施し、体育館メインアリーナで「キッズスポーツ教室」などを行うほか、こども館
では「こども向けのイベント」を併せて開催するなど、コミセン全館を利用したさまざまなイベントで市民の皆様に
文化とスポーツに触れていただく。

　　 事業区分別事業報告

　公益目的事業

　　公益目的事業１

　　（１）文化振興に関する事業の企画、実施、調査研究及び普及啓発に関すること

　　　　　（定款第4条第1項第1号事業）

　　（２）松山市から受託する文化・スポーツ拠点施設等の管理運営

　　　　　（定款第4条第1項第4号事業）

【内容】

延べ参加者数 137人 前年度延べ参加者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,742,000円 1,308,750円 0円

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

【内容】

【結果】　募集定員（ 100人） 応募者数（ 154人） 入場者数（ 0人）　延べ入場者数（0人）

6月28日に予定されていた演奏会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、愛媛CATVによる無観客の公開
収録に変更、6月30日にこども広場で実施した。11月の演奏会は、３密回避対策を講じて開催する予定であった
が、11月20日に「感染警戒期」に引き上げられたため中止とした。愛媛CATVでの収録・放送は非対面での新し
い事業モデルとなったうえ、令和3年2月末に放送終了となるまで計209回放送され、財団のPRにつながった。

クラシック音楽に接する機会が少ない乳幼児と保護者を対象としたプロによる演奏会。プラネタリウムの星空のも
と親しみやすいクラシック音楽や童謡等、季節に合わせた楽曲を演奏する。当事業は、乳幼児期の情操教育を
目的とし、普段はコンサートに行きづらい子育て世代が、参加しやすいコンサートを開催するものである。

前年度延べ入場者数 247人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

280,000円 80,000円 0円

事  業  名 【新規事業】10周年記念カルスポフェスタ（eスポーツ&キッズスポーツ）

開 催 時 期 9月22日（火・祝） 回数 1回 会場 企画展示ホール

【結果】　募集定員（ 150人） 応募者数（ 137人） 参加者数（ 115人）　延べ参加者数（115人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため9月22日に延期し、eスポーツのみのイベントとなった。当日はeスポーツ
体験に加え、全国都道府県対抗選手権【ウイニングイレブン部門】の愛媛県予選も同時に行った。また、拡張現
実（AR）を取り入れたゲーム「HADO」の体験コーナーも設置し、楽しんでいただいた。eスポーツは年齢や障がい
の有無を超えて楽しめるスポーツであり、新しい文化事業の発信となった。今後も、障がい者スポーツとしての視
点を取り入れながら事業の発展に取り組む。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 星の音楽会 ～幼児と楽しむクラシックコンサート～

開 催 時 期
6月30日(火)公開収録

11月29日(日)中止
回数 0回 会場 コスモシアター

延べ入場者数 0人

３
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【内容】

国内の著名なストリートダンサーを審査員として招き、小学生から大人までが見て踊って楽しめるストリートダンス
の大会である。ストリートダンスを楽しむ市民を増やし、参加者の技能向上を図ることを目的とする。種目は、1対1
で競うソロバトル、2人以上で踊るコンテスト、10人以上のチームで踊りを披露するショーケースを行う。

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、出演者・観客の安全を考慮し中止した。

延べ入場者数 中止 前年度延べ入場者数 622人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,200,000円 0円 0円

【内容】

惑星や宇宙等を題材にし、幼児をはじめ、子どもや家族連れに人気があるキャラクターが登場するデジタル番組
や最新の宇宙科学を題材とした番組を上映した。
【上映番組】忍たま乱太郎、名探偵コナン、HAYABUSA2　外

【結果】

夜空に輝く星や星座に関する番組を上映し、一般市民はもとより学校や幼稚園・保育園、福祉施設などの団体
に、天文等について楽しみながら学べる機会を提供した。なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、6月
18日まで臨時休館となり、その後も利用制限等があり、大幅に回数、入場者数が減少した。

施　設　名 松山市民会館

事  業  名 Dance Battle in Matsuyama vol.8

開 催 時 期 1月 回数 0回 会場 中ホール　外

延べ入場者数 6,111人 前年度延べ入場者数 22,310人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

9,038,240円 8,679,544円 1,716,310円

【内容】

市民の芸能文化への興味を喚起し、舞台芸能を目指す人材の発掘と、舞台芸術の創出を図ることを目的とし
て、市民から出演者、ボランティアスタッフを広く募集する。オーディションに合格した出演者は、数か月、専門家
による演技・歌唱指導を受けてステージに立ち、市民演者による市民のためのミュージカルを上演する。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、出演者・観客の安全を考慮し７月公演を2月に延期したが、感染症再
拡大により来年度に再延期した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 コスモシアター上映事業

開 催 時 期 通年 回数 1,008回 会場 コスモシアター

延べ入場者数 中止 前年度延べ入場者数 4,010人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

9,313,000円 925,586円 0円

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 第27回市民ミュージカル「美女と野獣」

開 催 時 期 延期（令和３年度へ） 回数 0回 会場 キャメリアホール

＜①公演事業＞
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【内容】

松山市青少年団体連絡協議会や五明地区の主要団体との協働による、全年齢を対象としたオープン型の集客
イベント。地元五明地区をはじめ各種団体の出演によるステージプログラム、クラフトや陶芸の絵付け等の体験
事業、カレーライスや焼きそば等の食品バザー（模擬店）等が展開される。

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、出演者・観客の安全を考慮し中止した。

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 2,500人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,301,000円 21,343円 0円

【内容】

当財団と劇団四季による共催事業として、本格的ミュージカル『こころの劇場』を実施する。松山市内の小学校6
年生を招待してプロの俳優によるミュージカルを鑑賞することによって、「命の大切さ」「人を思いやる心」「信じ合
う喜び」など、人が生きていくうえで最も大切なものを会得していただくことを目的に開催する。（入場料：無料）

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、出演者・観客の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 第29回野外活動センターまつり

開 催 時 期 10月25日（日） 回数 1回 会場
野外ステージ

ダイニングシェルター及び周辺

事  業  名 【新規事業】10周年記念クラシックコンサート

開 催 時 期 1月 回数 0回 会場 大ホール

延べ入場者数 中止

延べ入場者数 中止 前年度延べ入場者数 2,878人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

（バックステージツアー含） （バックステージツアー含） （バックステージツアー含）

施　設　名 松山市民会館

事  業  名 劇団四季「こころの劇場」

開 催 時 期 2月 回数 0回 会場 大ホール

＜①公演事業＞

施　設　名 松山市民会館

【内容】

財団設立10周年事業としてクラシックコンサートを開催する。
普段、クラシック音楽に馴染みのない市民でも楽しめる内容とし、安価な料金で良質な音楽を楽しめるコンサート
を提供する。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、出演者・観客の安全を考慮し中止した。

前年度延べ入場者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

2,270,000円 0円 0円
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690人

480,000円 0円 1,066円

【結果】

0歳、1歳児とその母親、マタニティママを対象に、絵本の読み聞かせやふれあい遊び、紙芝居などをとおして、
豊かな情操を養う教室。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 工　作　教　室

開 催 時 期 土・日・祝・学校長期休暇 回数 97回 会場 こども館

延べ参加者数 1,077人 前年度延べ参加者数 3,076人

事　業　費
予算額 決算額

　②　教室事業

　　市民のニーズに合わせて各種教室を開催し、市民が文化に出会い、参加する機会を
　提供する事業

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 赤ちゃんこえ浴教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 こども館

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

【内容】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数

参加料等収入

1,140,000円 273,684円 356,200円

【内容】

土曜日･日曜日・祝日及び小学校の長期休暇期間中に子どもを対象とした「こま」や「けん玉」などの伝統的なお
もちゃをはじめ、さまざまな手作りおもちゃの作り方を指導する教室。

【結果】

11月は、前年度比で利用者112％、売り上げ97％まで回復したものの、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、6月中旬まで臨時休館、また市内小学校の夏休み期間短縮など、開催日数が大幅に減少し、また、3月26日
より再度、中止となったため、年間利用者も売り上げも対前年比約35％まで減少した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 わくわくサイエンス教室

開 催 時 期 5～9月、10～2月 回数 0回 会場 こども館

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 252人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

192,000円 0円 3,200円

【内容】

科学実験のおもしろさを世界の偉人の功績から学び、科学を身近に感じて興味をもってもらう教室。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。
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【結果】　募集定員（ 10組×2コース×1期） 応募者数（ 20人） 参加者数（ 12人）　延べ参加者数（12人）

新型コロナウイルス感染拡大防止により、市内の小学校の夏休みが短縮され、開催時期を冬場に延期した。
３密対策として、10人のグループに分けて2日間で募集し、1日目が4人、2日目が8人、計12人の参加があった。

延べ参加者数 12人 前年度延べ参加者数 18人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

60,000円 55,252円 36,000円

延べ参加者数 67人 前年度延べ参加者数 148人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

＜②教室事業＞

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 ふれあい将棋大会

開 催 時 期 8月2日(日) 回数 1回 会場 大会議室

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 小学生天文教室

開 催 時 期 2月14日（日）、21日（日） 回数 2回 会場 こども館

【内容】

松山市内小学4年生から6年生迄を対象に手作り天体望遠鏡工作や星の観察方法の解説を行う教室。

150,000円 150,000円 0円

【内容】

自由参加の将棋大会を開催し、世代を超えて将棋をつうじた交流を図るとともに、日本将棋連盟のプロ棋士を招
聘し、アマチュア（市民）と直接対局したり指導を受けることにより、将棋の普及振興を図った。

【結果】　募集定員（ 40人） 応募者数（ 44人） 参加者数（ 67人）　延べ参加者数（67人）

新型コロナウイルス感染拡大防止として、チェーンで受付動線管理、対面時のビニールシート設置、駒の消毒等
を行った。３密回避のため将棋大会は「小学生（初心者）の部」をなくし「一般（経験者）の部」のみの開催とした
り、募集を昨年の105人から40人と縮小したが、４級以上の小学生の参加もあった。将棋教室は東京からの棋士
招へいはせず、地元出身・在住の黒田尭之 四段をメインに開催、市民と交流の場を提供することができた。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター、松山市民会館

事  業  名 【新規事業】松山市新文化創造事業

開 催 時 期 1月19日(火) 回数 1回 会場 市民会館小ホールほか

延べ参加者数 14人 前年度延べ参加者数 120人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,060,000円 124,800円 0円

【内容】

松山市文化芸術振興計画を軸に、松山ブンカ・ラボ、市文化協会、市文化・ことば課と連携し、事業を進めた。
昨年度のリージョナルシアター事業で構築した関係性を活かし、演劇を使ったワークショップ講義を、一般市民
及び教育関係者、地元アーティスト向けに開催し、松山市の新しい文化を創造した。

【結果】　参加者数（ 14人）　延べ参加者数（14人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため対面講義は行わず、令和3年1月19日、松山ブンカ・ラボ所有のＺｏｏｍ
を活用し、東京デスロック主宰多田淳之介氏による「アートを活用したコミュニケーション・ワークショップ」と題して
リモート講義を実施した。市文化・ことば課、松山ブンカ・ラボ、市教育委員会(学校教育課)、ＮＰＯ法人シアター
ネットワークえひめなどが参加。ワークショップやアウトリーチ事業の意義や効果について理解を深めた。
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施　設　名 松山市民会館

事  業  名 ゴスペル教室

開 催 時 期 5～3月 回数 0回 会場 リハーサル室

＜②教室事業＞

【内容】

参加者が大人数で楽しく大きな声で歌うことでストレスを発散し、歌が好きになることを目的に開催する教室（全8
回）。第1期・第2期の教室終了後には午前・夜間コース合同の発表会を開催するほか、第3期終了後は市民文
化フェスタで歌声を披露する。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 1,735人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,500,000円 0円 13,750円

施　設　名 松山市民会館

事  業  名 カメラ教室

開 催 時 期 5～3月 回数 2回 会場 会議室

延べ参加者数 129人 前年度延べ参加者数 180人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

240,000円 110,260円 115,000円

【内容】

デジタルカメラを愛用する初心者を対象に、講師からさまざまな基礎知識や一歩進んだ撮影技術等を教えてもら
うことで、写真に対する興味を深めることを目的とする。さらに、初心者から一歩踏み込んだ撮影方法を学ぶこと
によって写真表現の楽しさが実感できる中級クラスを開講する。

【結果】　募集定員（ 20人×2期） 応募者数（ 26人） 参加者数（ 23人）　延べ参加者数（129人）

初心者向けにおいては「脱オート」を目標に、カメラ任せにせず自分から意図した写真を撮れるようになる内容で
あった。十分な達成感を感じておられる方が散見された。また、実践編においては、これまでに身に付けた知識
や技術を活用してより写真を撮る楽しさを知る内容となった。自分自身で撮影した写真を参加者で論評し合うな
どの内容により受講者間のやり取りは非常に活発となり、写真を撮る楽しさを感じてもらった。

施　設　名 松山市民会館

事  業  名 【新規事業】社交ダンス教室

開 催 時 期 5～3月 回数 0回 会場 リハーサル室

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

150,000円 0円 0円

【内容】

心身共にリフレッシュして自分の時間を持てるようになってもらい文化活動の振興並びに、施設の活性化に努め
ることを目的とする。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

7



施　設　名 松山市民会館

事  業  名 ペン習字教室

開 催 時 期 5～3月 回数 1回 会場 会議室

＜②教室事業＞

延べ参加者数 160人 前年度延べ参加者数 304人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

250,000円 92,930円 97,000円

【内容】

日本ペン習字研究会師範による初心者を対象にしたペン習字教室を2期開催する。文字を書く機会の減少で、
書くことへの苦手意識が多くの人たちに芽生えてきている状況の中で、自信をもって文字を書けるよう指導するこ
とを目的とする。

【結果】　募集定員（ 20人×1期） 応募者数（ 30人） 参加者数（ 20人）　延べ参加者数（160人）

参加人数は第1期は応募者数が大幅に定員を超える30人となり、抽選を実施して人数を絞り込んだ。第2期につ
いては、募集期間と感染拡大期（第3波）が重なったため予定人数を大幅に下回る応募者数のため中止とした。
教室の初回は、ひらがなの練習から始まり、第2回目以降は、参加者が事前に練習してきた文字を講師に丁寧
に添削してもらいながら指導を受け、自宅などでゆっくり時間があるときに練習できる方法が好評であった。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 森の陶芸教室

開 催 時 期 11月・1月 回数 2回 会場 研修室

延べ参加者数 68人 前年度延べ参加者数 78人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

174,000円 73,829円 54,000円

【内容】

地元の陶芸家の講師を迎え、全2回コースでお皿やコップ等を製作する陶芸教室をつうじて、物を作る楽しさや
喜びを体感していただくとともに、当センターの自然や施設を広くPRする。

【結果】　募集定員（ 10組×1コース×2期） 応募者数（35人） 参加者数（34人）　延べ参加者数（68人）

財団HPに掲載し、Eメールによる応募を可能にし、チラシ600枚を各施設に配布したが、10組40人募集に対し、
16組34人と若干少ない結果となった。講師の指導も行き届き、参加者は集中して楽しみながら粘土を成形してい
た。陶芸は、専門技術が必要な印象が強いが、参加者には好評を得ており更なる応募増を見込めるので、今後
は初心者が参加しやすい印象を持つようなHP・チラシを作成して募集する。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 エンジョイホリデーイベント「春の大収穫祭」じゃがいもを掘ろう！

開 催 時 期 6月20日（土） 回数 0回 会場 農園

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 56人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

25,000円 0円 0円

【内容】

じゃがいも掘りをとおして作物の育成と収穫を体験し、自然の営みに触れていただくことにより、野外活動の楽し
さを体験する場を提供する。

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。
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施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 エンジョイホリデーイベント「ホタル観察」

開 催 時 期 ６月 回数 0回 会場 林間教室・親水広場

＜②教室事業＞

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 中止

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

5,000円 0円 0円

【内容】

当センター親水広場に生息するホタルを観察することにより、自然に親しみながら情緒風情を楽しみながら、生
態や生息環境等を学ぶ機会を提供する。

【結果】

西日本豪雨による施設閉鎖のため中止した。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 【新規事業】エンジョイホリデーイベント「夏の大収穫祭」かぼちゃを採ろう！

開 催 時 期 8月9日（日） 回数 1回 会場 農園

延べ参加者数 39人 前年度延べ参加者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

20,000円 12,487円 31,200円

【内容】

かぼちゃの収穫をとおして作物の育成と収穫を体験し、自然の営みに触れていただくことにより、野外活動の楽
しさを体験する場を提供する。

【結果】　募集定員（60人×1コース×1期） 応募者数（42人） 参加者数（39人）　延べ参加者数（39人）

親子体験型イベントとして親子ペアのみの応募とした。新型コロナウイルス感染予防対策として午前・午後に分け
て行ったが、午前の申込に集中した。かぼちゃの生育管理は比較的簡単であるが、6月の長雨のせいで一時的
な葉枯れを起こし、収穫の時期的なリスクを実感した。アンケート結果に着目すると”体験”をコンセプトとした事
業としてだけでなく、”野外活動センター”という施設特性を活かした事業として継続していきたい。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 エンジョイホリデーイベント「お月見会」

開 催 時 期 10月3日（土） 回数 1回 会場 雨天キャンプファイヤー場

延べ参加者数 48人 前年度延べ参加者数 66人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

16,000円 18,052円 19,200円

【内容】

周りに夜間照明が少なく、晴天時は星を数多く見ることができる、施設特性を活用した事業。「月見団子作りと団
子を食しながら、中秋の名月を観望する」という風情ある事業をつうじて、参加者に日本古来の風習に親しんで
いただく。

【結果】　募集定員（ 15組×1コース×1期） 応募者数（95人） 参加者数（48人）　延べ参加者数（48人）

定員15組40人に対し、2倍以上の31組95人の募集があり、抽選を行った。月見団子作りは順調に進行し、雲の
切れ目から星が出ていたので野外ステージで月・星の説明を行い、全員が最後まで残って熱心に講師の話を聞
いていた。白玉団子作りは失敗が少なく、小さい子どもでも比較的作りやすいものであるため、親子で一緒に楽
しめる事業として今後も発展が期待される。
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施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 エンジョイホリデーイベント「秋の大収穫祭」さつまいもを掘ろう！

開 催 時 期 11月15日（日） 回数 1回 会場 農園

＜②教室事業＞

延べ参加者数 68人 前年度延べ参加者数 65人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

25,000円 20,193円 40,800円

【内容】

さつまいも掘りをとおして作物の育成と収穫を体験し、自然の営みに触れていただくことにより、野外活動の楽し
さを体験する場を提供する。

【結果】　募集定員（ 20組×1コース×1期） 応募者数（178人） 参加者数（68人）　延べ参加者数（68人）

午前定員10家族に対し35家族100人の応募があり10家族34人の参加となった。午後定員10家族に対し25家族
78名の応募があり10家族34名の参加となった。募集定員を大きく上回る申込みがあったため抽選を行った。今
回は芋づるを参加者自身が切って収穫を行ったが、自然のままの作物を見せることで観察意義があり、概ね好
評であったため、リピーターに繋がると思われる。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 エンジョイホリデーイベント「ミニ門松作り」

開 催 時 期 12月19日（土） 回数 1回 会場 研修室

延べ参加者数 31人 前年度延べ参加者数 77人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

48,000円 7,256円 18,600円

【内容】

当センター敷地内で採れた竹や松、梅などを使って、お正月用のミニ門松を作る。日本古来の風情のひとつで
ある門松作りは、季節感を取り入れた野外活動センターならではの事業である。

【結果】　募集定員（28組×1コース×1期） 応募者数（34人） 参加者数（31人）　延べ参加者数（31人）

前年は定員を超える応募があったが、今年は午前午後14家族の応募に対し、午前9家族、午後6家族の申込で
あった。あらかじめ竹は切断し、イージーパックに入れて机に配置する方法をとり、参加者が竹を切る作業を省い
たことが、進行の点からスムーズな運営に繋がった。口頭説明では、分かりにくい工程を担当スタッフに任せ、細
かい作業をプロジェクターを使って解説する等の工夫を凝らし、リピーター化に繋げていく。

施　設　名 その他の施設

事  業  名 松山シルバーコーラス事業

開 催 時 期 6～3月 回数 0回 会場 中央公民館

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,620,000円 31,500円 0円

【内容】

高齢者によるコーラスグループ活動と発表の機会を提供し、高齢者の生きがいづくりと音楽の振興に寄与する。6
月から練習を開始し、7～8月の夏休み期間を除き翌年３月までの約半年間、週1回、音楽講師の指導の下で練
習を行い、3月に市民会館でのコーラス発表会を行う。定員：1クラス180人　全3クラス

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。
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施　設　名 その他の施設

事  業  名 松山大学・カルスポ公開講座

開 催 時 期 10月2日（水）～12月18日（水） 回数 8回 会場 松山大学

＜②教室事業＞

【内容】

市民に多くの学習機会を提供するため、松山大学と連携し、大学教授をはじめ多彩な講師陣による一般教養講
座を開催する。（受講料　2,000円）

【結果】　募集定員（80人） 応募者数（115 人） 参加者数（ 78人）　延べ参加者数（78人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、募集人数（120名→80名）、講座回数（12回→8回）に減らして開催し
た。8回のうち7回は対面で講座を行ったが、最終回は県内での感染者が増加したため対面での講座を中止し、
オンラインで配信を行った。（Zoom）

延べ参加者数 540人 前年度延べ参加者数 1,294人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

801,000円 550,000円 156,000円
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【内容】

壊れているおもちゃを、おもちゃドクターが治療（修理）する「おもちゃ病院」を「開業」した。自分の大事なおもちゃが
治療されていく過程を見学し、物を大切に扱うことを学ぶ事業である。おもちゃドクターは、「木工技師」、「歯科技工
士」、「電気技師」などさまざまな有資格者があたった。

【結果】　募集定員（ 35組×1コース×3期） 応募者数（105人） 参加者数（46人）　延べ参加者数（46人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため前年度3月2日から本年度5月10日まで臨時休館し、さらに6月18日までイ
ベント中止としたため5月は開催できなかった。再開後は、新型コロナウイルス感染予防対策を行い、３密を避けた
上で、8月、12月に開催した。8月は、来場者も多かったが、12月は感染拡大期（第3波）のため少なかった。

延べ参加者数 46人 前年度延べ参加者数 98人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

18,000円 9,000円 0円

【内容】

季節工作（季節に合わせた物つくりを開催）　4～５月（中止）／6月父の日、七夕／8月缶バッチ／ 9月ミニティッシュ
ケース(敬老の日)／10月缶バッチ／11月松ぼっくりツリー／12月しめなわ作り／2月ひな飾り／ 3月缶バッチ

【結果】　募集定員（ 70組×9コース） 応募者数（ 1260人） 参加者数（ 864人）　延べ参加者数（864人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため前年度3月2日から本年度5月10日まで臨時休館し、さらに6月18日までイ
ベント中止となり回数が減少した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 こども館イベント（おもちゃ病院）

開 催 時 期 8月2日（日）、12月13日（日） 回数 2回 会場 こども館

延べ参加者数 1,130人 前年度延べ参加者数 2,336人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

132,000円 85,069円 69,550円

【結果】　募集定員（ 50組×10コース） 応募者数（500人） 参加者数（ 518人）　延べ参加者数（518人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため前年度3月2日から本年度5月10日まで臨時休館し、さらに6月18日までイ
ベント中止としたため回数が減少し、その分を下半期の予備日で補った。
協力団体として、愛媛大学天文学研究会の学生に手伝っていただいていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、活動休止となり、こども館職員全員で対応し、開催した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 こども館イベント（季節体感イベント）

開 催 時 期 随時 回数 9回 会場 こども館

　③　体験事業

　　主に長期休み期間や週末に児童や親子を対象として、手作り体験や実地体験などを通
　して様々な種類の文化に共感し、また文化への関心を高めるための機会を提供する事業

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 星空観望会

開 催 時 期 随時 回数 10回 会場 こども館

延べ参加者数 540人 前年度延べ参加者数 339人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

100,000円 53,636円 96,000円

【内容】

こども館の屋外で、解説を交えながら惑星や星座等を天体望遠鏡を使って観察することにより、天文や宇宙への興
味を高めてもらう機会の提供を図った。6月21日には部分日食の無料観望会を行った。
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【内容】

松山市内及び近郊の小学生を対象に、伝統文化に触れる体験教室を提供することで、日本文化の活性化や次世
代後継者の発掘・育成を図ることを目的として開催した。（各教室とも受講料3,000円）
※教室…将棋・尺八・お琴・三味線・落語・競技かるたの6種目

【結果】　募集定員（ 20人×3コース） 応募者数（ 130人） 参加者数（ 56人）　延べ参加者数（264人）

夏休みの短縮や開催直前の感染拡大により尺八・落語・競技かるたの３種目は中止とし、将棋・お琴・三味線の３種
目を実施した。将棋の人数を50人から20人に減らしたり、楽器と人を紐づけするなど新型コロナウイルス感染予防対
策を徹底して行った。三味線、将棋は昨年を超える応募があり、受講者の8割から「楽しかった」、「おもしろかった」、
また「来年も参加したい」という感想があった。日本の伝統文化に楽しく触れてもらう機会を提供できた。

延べ参加者数 264人 前年度延べ参加者数 631人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

927,000円 408,068円 168,000円

【内容】

松山市内の小中学生に仕事の意義・仕組み・やり方を体験させることにより、働くことの楽しみや厳しさを学び、関心
のある職業への理解を深め、どんな人生を歩みたいかを考えるきっかけになることを目的とする。

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。
しかし、教育的観点から3月に『オンライン版キッズジョブまつやま』として各企業のお仕事紹介動画を作成し
youtubeに公開した。

施　設　名 松山市民会館

事  業  名 伝統文化こども伝承事業

開 催 時 期
7月22日(水)～8月28日(金)
12月26日(月)～1月7日(木)

回数 15回 会場 小ホール　外

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 4,506人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,000,000円 0円 0円

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 キッズジョブまつやま2020

開 催 時 期 12月 回数 0回 会場 体育館　外

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

450,000円 0円 0円

【内容】

平成28年度に松山市の「笑顔のまつやま　わがまち工房」の提言を受け、工房メンバーも参画した「こども館クラブ」
が主体となり、子どもから大人まで楽しめるイベント等を開催することで、市民との協働による継続したこども館の活
性化を図る。

開 催 時 期 8月8日（土） 回数 0回 会場 こども館

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 3,108人

＜③体験事業＞

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 わがまち工房事業
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【内容】

当センターの魅力ある自然環境を活かし、固定概念にとらわれない自由な発想によるアートを親子で体験する場を
提供する。

【結果】　募集定員（15組×3コース×3期） 応募者数（109人） 参加者数（61人）　延べ参加者数（61人）

当初1回目の実施を5月24日に予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、3月14日に延期になっ
た。参加者のアンケートによると、自然の中で自然の素材を使って創作したことを多くの参加者が評価され、コミセン
ではなく、当センターで本事業を行うことの意義を見出すことができた。財団HPやSNSの発信により広く周知を行うこ
とと財団他施設・児童館等にチラシを設置し、更なる参加者増を目指す。

30,500円

【内容】

当センター内の竹林でタケノコ掘りを体験することにより、参加者の交流・親睦を深め、自然に親しむきっかけとする
事業として実施する。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 森のやすらぎ親子アート

開 催 時 期 8月20日（木）、11月29日（日）、3月14日（日）

111,207円

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 774人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

215,000円 0円 0円

【結果】　募集定員（ 40人） 応募者数（ 28人） 参加者数（ 23人）　延べ参加者数（23人）

小学生から大人までの参加者に①市民会館職員による舞台と緞帳3枚の説明　②オーケストラピット・迫（せり）、奈
落の可動体験　③搬入口・楽屋見学、中ホールの反響板可動見学　④舞台・音響・照明の機材説明および実際の
操作を体験　⑤質疑応答―などを行い、舞台の仕組みや仕事について知識を深めていただいた。参加者からは
「華やかな舞台の裏に多くの細かな仕事があることが分かった」等の感想をいただいた。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 タケノコ掘りまつり

開 催 時 期 4月 回数 0回 会場 タケノコ山・炊事棟

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

670,000円 84,260円 11,500円

【内容】

大ホール舞台裏を案内するバックステージツアーとして、施設見学や照明・音響機器操作などの体験を行った。舞
台芸術に触れる機会を提供することで、市民に理解と関心を持ってもらい、将来の文化芸術の発展に寄与すること
を目的とする。なお、本年は新型コロナウイルス感染拡大防止により「こころの劇場」本公演は中止となった。

開 催 時 期 1月10日(日) 回数 1回 会場 大ホール

延べ参加者数 23人 前年度延べ参加者数 39人

＜③体験事業＞

施　設　名 松山市民会館

事  業  名 バックステージツアー（劇団四季「こころの劇場」との連携）

回数 3回 会場 雨天キャンプファイヤー場・研修室

延べ参加者数 61人 前年度延べ参加者数 105人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

144,000円

14



【内容】

さまざまな文化活動の成果物をコミュニティプラザのオープンスペースに展示し、来館者に楽しんでいただくとともに
財団事業のＰＲを行うものである。

財団が行う各施設の事業案内や活動状況がわかるパンフレットや写真等を展示し、訪れた市民に文化活動の楽し
さを伝え、事業のＰＲを行った。
また、考古館のエントランスで展示している「古代ハス」の開花状況を写真で紹介し、来館者に楽しんでいただくとと
もに管理施設の来館者数向上を図った。

【結果】

延べ参加者数 ─ 前年度延べ参加者数 ─

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

─ ─ ─

事  業  名 カルスポロビー展

開 催 時 期 通年 回数 ― 会場 コミュニティプラザ

　④　展示事業

　　市民が実施している文化活動の成果を、多くの人たちに展覧することによって、文化
　への共感を広げ、出会い、伝える機会を提供する。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

＜③体験事業＞

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 エンジョイホリデーイベント「ふたご座流星群観望会inレインボー」

開 催 時 期 12月13日（日） 回数 1回 会場 野外ステージ

延べ参加者数 34人 前年度延べ参加者数

当センターは市街地と比較し、周囲の光が少なく天体観測に適している。この環境を活用し、年間最大の流星群の
観察をつうじて、市民に天体観測に慣れ親しむ機会を提供する。

【結果】　募集定員（20組×1コース×1期） 応募者数（39人） 参加者数（34人）　延べ参加者数（34人）

新型コロナウイルス感染予防対策を講じた上で20組40人の参加を予定していたが、応募13組39人、参加11組34人
と定員を若干下回った。日曜日の夜間の開催であったことも影響していたと考慮されるが、各施設にチラシを配布
するなど事業の周知徹底を行い、更なる集客増を図る必要がある。

96人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

4,000円 3,302円 3,400円

【内容】
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　　　より多くの市民が文化活動の発表を行なうとともに文化活動に参加できるよう、舞台技術者か
　　らの適切な助言・技術サービスや気軽に安心して利用できる場の提供を行なうことにより、文化
　　拠点としての施設運営に努めた。

　　リハーサル室、練習室１、２

　　　文化活動発表の練習を行うために、気軽に利用できる場の提供を行うことにより、文化拠点と
　　しての施設運営に努めた。

　　大ホール、中ホール、小ホール

　松山市総合コミュニティセンター

　　キャメリアホール

　　　より多くの市民が文化活動の発表を行なうとともに文化活動に参加できるよう、舞台技術者か
　　らの適切な助言・技術サービスや気軽に安心して利用できる場の提供を行なうことにより、文化
　　拠点としての施設運営に努めた。

　　リハーサル室、練習室１、２、３、こども館

　　　文化活動発表の練習を行うために、気軽に利用できる場の提供を行うことにより、文化拠点と
　　しての施設運営に努めた。

　松山市民会館

　＜1＞施設の貸与事業

　＜1＞施設の貸与事業

ホームページによる施設、事業案内

教室のご案内（チラシ）

随　時

年１回

―

　⑤　情報提供事業　（他事業と共通）

　　財団が実施する事業内容や参加者の声などを紹介し、文化活動の魅力を広く紹介する
　事業を実施する。
　　市民の文化やスポーツへの関心を高めるとともに、財団事業のPR、利用者への利便性
　向上のために、財団の主催事業や各施設でのイベントを紹介する「きゃめりあ」を発行
　した。また、ホームページによる施設情報や文化・スポーツ情報の提供を行うほか、様
　々なメディアを活用し情報の発信に努めた。

内　　　容 実施時期 配布数 決算額

施設情報誌「きゃめりあ」発行 月 1 回 16,800枚 49,728円

未配布

―

0円

　⑥　拠点施設運営事業

　　市民が日ごろの文化活動の成果をより多くの人たちに発表することによって、文化へ
　の共感を広げ、出会い、伝える機会を提供する事業
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　公益目的事業２

　　（１）スポーツ振興に関する事業の企画、実施、調査研究及び普及啓発に関すること

　　　　　（定款第4条第1項第2号事業）

　　（２）松山市から受託する文化・スポーツ拠点施設等の管理運営

　　　　　（定款第4条第1項第4号事業）

　①　大会事業

　　市民が、出会い、参加することができるようさまざまな競技を取り上げた大会を開催
　し、スポーツへの関心を一層高める機会を提供する事業

【内容】

松山市内の児童の運動に対する意欲を高め、運動に親しむ契機になることを目指し、週１回のジョギング教室と、え
ひめ5時間リレーマラソンなどの各種大会に財団チームとしてチャレンジする。

【結果】　募集定員（ 30人×4回コース×1期、 30人×8回コース×2期） 応募者数（ 70人） 参加者数（ 70人）　延べ参加者数（422人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため5ヵ月間（4～8月）キッズジョギング教室が休講となり、財団チーム（カルスポ
キッズチーム）として出場予定であった大会も全て中止となったが、財団ガイドラインに基づいた新型コロナウイルス
感染予防対策を講じた上で、キッズジョギング教室を9月より20回実施した。

延べ参加者数 422人 前年度延べ参加者数 1,003人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

300,000円 200,062円 242,000円

【内容】

中高齢者を中心に普及している「ラージボール卓球」の全国大会を主催し、松山市の観光スポットでもある松山市立
子規記念博物館で前夜祭を開催するなど、スポーツの振興及び道後地区の観光振興を図るスポーツツーリズム事
業である。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター外

事  業  名 キッズチャレンジ

開 催 時 期 9月、10～11月、1～3月 回数 20回 会場 コミセン体育館・中央公園　外

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 1,210人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

2,150,000円 9,316円 0円

【内容】

東京オリンピックの正式種目となったスリーエックススリー（3人制バスケットボール）の大会を開催することで競技の普
及とスポーツの振興を図る。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 坊っちゃんカップ・第14回道後温泉卓球大会

開 催 時 期 2月 回数 0回 会場 体育館　外

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 180人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

200,000円 0円 0円

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 カルスポカップスリーエックススリー大会

開 催 時 期 8月 回数 0回 会場 体育館

17



【内容】

財団設立10周年事業として、当センターと埋蔵文化財センターの連携事業として古代米を使用したカレーライスを
家族で作る事業を実施する。野活クラフト教室、埋文古代体験教室を実施し、財団管理施設の利用促進の向上を
図る。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

102,000円 9,400円 0円

【内容】

誰もが気軽にできるスポーツとして人気のある「ソフトバレーボール」の大会を開催することにより、多くの女性が気軽
に参加できる機会を提供し、スポーツの楽しさを感じてもらうとともに、野外活動センターの更なる利用促進に繋げ
る。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 【新規事業】10周年記念カルスポ　カレー De キャンプ

開 催 時 期 11月15日（日） 回数 0回 会場 キャンプゾーン

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 62人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

60,000円 0円 0円

【結果】　募集定員（ 300人） 応募者数（ 300人） 参加者数（ 300人）　延べ参加者数（300人）

本年度のトップアスリート招聘事業（市民スポーツフェスタ）は、財団10周年事業として中央公園での開催を予定して
おり、前年度から競泳のオリンピック出場選手招へいで調整していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため地
元プロサッカーチームの愛媛ＦＣトップチーム9選手、愛媛ＦＣレディース9選手を招へいし、北条スポーツセンター陸
上競技場でサッカーイベントを実施した。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 ソフトバレーボール大会

開 催 時 期 6月14日（日） 回数 0回 会場 体育館

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

2,355,000円 1,809,847円 100,000円

【内容】

トップアスリートを招へいし、最高レベルの技を見る機会、また直接指導を受ける機会を提供することで、松山市のス
ポーツ振興を図る。本年度は「愛媛ＦＣ＆愛媛ＦＣレディース選手と一緒にサッカーを楽しもうin北条」と題して小学生
対象のサッカーイベントを実施した。

開 催 時 期 12月26日（日） 回数 1回 会場 北条SC陸上競技場

延べ参加者数 300人 前年度延べ参加者数 0人

＜①大会事業＞

施　設　名 北条スポーツセンター

事  業  名 【新規事業】10周年記念トップアスリート招聘事業
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【内容】

タグラグビーの体験セミナーや交流戦を北条スポーツセンターにおいて実施することにより、ラグビーの普及・振興を
図るとともに、これまで北条地区で地域と小学校・中学校・高等学校の各クラブチームが一体となって取り組み育ん
できたラグビーに対する土壌を松山全体に広げ交流を深める。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 600人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

170,000円 0円 0円

【内容】

子どもたちの心身の育成を図り、また当センターの閑散期の活性化を目的として、幼児（2～5歳）を対象にペダルの
ない自転車で地面を蹴って進む競技で自転車に乗るための平衡感覚を身に付けながら楽しむ大会を開催する。

【結果】　募集定員（195人×1コース×1期） 応募者数（ 81人） 参加者数（ 79人）　延べ参加者数（79人）

広報まつやま及び財団情報誌「きゃめりあ」１月号に掲載し、チラシを市内の保育園(約1,600枚）幼稚園（約3,600
枚）児童館（約240枚）へ配布し、財団各施設にチラシを配置した。FM愛媛でも12月中からランニングバイク選手権
の宣伝をして募集に努めた。今回は新型コロナウイルス感染予防対策を徹底的に実施した。その結果、感染報告も
なく、安全な施設であるとアピールできたため、来年度は１か月前から告知をして周知を徹底する。

施　設　名 北条スポーツセンター

事  業  名 タグラグビー

開 催 時 期 6月 回数 0回 会場 球技場

延べ参加者数 79人 前年度延べ参加者数 186人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,083,000円 1,080,537円 158,000円

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 レインボーハイランドカップ第7戦ランニングバイク選手権2021

開 催 時 期 2月21日（日） 回数 1回 会場 芝生広場

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

60,000円 4,700円 0円

【内容】

当センター場内竹林の竹を活用し、各人で竹とんぼを作り滞空時間を競う。野外活動の楽しさを体験する場を提供
するとともに、親子で楽しんで取り組める大会を開催し、閑散期に人を集め、利用促進を図る。

開 催 時 期 12月6日（日） 回数 0回 会場 野外ステージ

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 34人

＜①大会事業＞

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 野活De竹とんぼ大会
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【内容】

松山市北部地域のスポーツ振興と地域の活性化を目的とし、北条SC体育館・陸上競技場で、地元聖カタリナ大学、
松山市第８ブロック公民館、地元企業、当財団の連携事業として、グランドゴルフ大会、レクリエーションゲーム大会、
ロコモ予防啓発コーナーでのパネル展示を行う。

【結果】　募集定員（ 150人） 応募者数（ 200人） 参加者数（ 200人）　延べ参加者数（200人）

軟式野球交流大会では、障がい者野球チームと健常者チームが、障がい者野球ルールで共に交流を行い、相互理
解を深めた。また体験会では車いすバスケ、ボッチャ、フライングディスクのパラスポーツ３種目の体験会を開催し、
障がい者スポーツへの理解や関心を高める機会を提供ができた。今後も障がい者スポーツの普及と健常者との相
互理解を目的として継続していく。

施　設　名 北条スポーツセンター

事  業  名 スポーツ・レクリエーションフェスティバルin風早

開 催 時 期 11月7日（土） 回数 1回 会場 北条SC体育館・陸上競技場　外

事　業　費
予算額 決算額

【結果】　募集定員（ 300人） 応募者数（300人） 参加者数（300人）　延べ参加者数（300人）

本年度多くのイベントが中止となっている中、新型コロナウイルス感染予防対策を講じながら開催できたことから参加
者からは好評の声をいただいた。当事業は、「地域」「家族」「スポーツ・レクリエーション」をテーマとしていることで、
当センターに初めて来られた方が多く、松山市北部地域のスポーツ拠点としての役割を担う事業として地域交流の
場の創造や健康増進・スポーツ振興に繋がるイベントとなった。

延べ参加者数 300人 前年度延べ参加者数 750人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

420,000円 300,000円 0円

参加料等収入

215,000円 190,796円 50,000円

【内容】

財団設立１０周年事業として身体障がい者と健常者がスポーツをつうじて、社会の障がいに対する相互理解を深め、
身体障がい者スポーツの普及発展と共生社会の実現を目的として、交流大会（軟式野球競技）及び体験会（車いす
バスケット・ボッチャ等）を実施する。

開 催 時 期 11月8日（日） 回数 1回 会場 北条SC体育館・野球場

延べ参加者数 200人 前年度延べ参加者数 0人

＜①大会事業＞

施　設　名 北条スポーツセンター

事  業  名 【新規事業】10周年記念身体障がい者スポーツ交流会＆体験会
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【内容】

主に中高年層を対象に健康増進や障がい予防のための水中ウォーキングを指導する教室

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 1,494人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

413,000円 0円 10,200円

【内容】

泳力と泳法別にクラス分けを行い水泳を指導する教室を夜間に実施する。

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 水中ウォーキング教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 温水プール

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 1,611人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

529,000円 0円 6,900円

【内容】

泳力と泳法別にクラス分けを行い水泳を指導する教室

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 夜間水泳教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 温水プール

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 2,132人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

750,000円 0円 13,200円

　②　教室事業

　（ア　成人対象）技術の向上、レクリエーションとしての楽しみ、人との共感など、多様
　な目的や幅広い年齢層に対応するさまざまな教室を地域ニーズに合わせて提供し、スポー
　ツをツールに市民が健康への関心など生涯スポーツへの意識を高めていくための事業

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 水　泳　教　室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 温水プール
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【内容】

成人を対象としたさまざまなフィットネスを指導する教室。種目はストレッチ＆筋トレ、バランスボール、ピラティス、ヨ
ガ、エアロビクスの５種目。

【結果】　募集定員（ 17コース×2期） 応募者数（ 487人） 参加者数（ 425人）　延べ参加者数（3299人）

フィットネス教室は全2期の実施で１クラスあたりの定員を20名から13名に変更したこともあり、参加者数は425名（前
年度比28％）に留まったが、アンケート結果での満足度は8割以上が最高評価であった。また、参加者の減少による
収支悪化が心配されたが、受講料の見直しなどを行うことでプラス収支となり、新型コロナウイルス感染予防対策によ
るさまざまな制限の中でも、高い満足度と健全な収支を実現することができた。

延べ参加者数 3,299人 前年度延べ参加者数 10,303人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

5,131,000円 2,001,759円 2,319,000円

【内容】

温水プールを利用し健康増進のために夜間にエアロビクスを指導する教室

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 フィットネス教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 816回 会場 体育館会議室

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 524人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

239,000円 0円 3,000円

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 夜間アクアエアロビクス教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 温水プール

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

214,000円 0円 3,000円

【内容】

温水プールを利用し健康増進のためにエアロビクスを指導する教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 温水プール

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 294人

＜②教室事業＞

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 アクアエアロビクス教室
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【内容】

トレーニングマシンの使い方講習会

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 33人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

24,000円 0円 0円

【内容】

参加者のレベルに合わせたバドミントン教室

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 はじめてマシン教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 トレーニングルーム

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 217人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

377,000円 0円 0円

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 バドミントン教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 体育館メインアリーナ　外

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,594,000円 0円 22,000円

【内容】

参加者のレベルに合わせた卓球教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 体育館メインアリーナ　外

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 3,088人

＜②教室事業＞

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 卓　球　教　室
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【内容】

各施設で成人を対象としたジョギング教室を実施することで、運動に親しめる環境をつくり、日常的に体を動かす習
慣を形成し、市民の健康づくりに貢献する。

【結果】　募集定員（ 120人×2コース×3期） 応募者数（ 214人） 参加者数（ 193人）　延べ参加者数（1153人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため5ヵ月間（4～8月）休講となったが、財団ガイドラインに基づいた新型コロナ
ウイルス感染予防対策を講じた上で9月より事業を実施した。走力やコンディションによってグループ分けを行い、各
グループに指導員を配置し、参加者に対してきめ細かいアドバイスを行った。

延べ参加者数 1,153人 前年度延べ参加者数 2,913人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

3,000,000円 737,592円 773,000円

【内容】

愛媛大学社会共創学部との協働スポーツ事業として、学生の成長や社会で活躍できる人材育成を目的に、同大学
健康マネジメントコース浅井英典教授が総合調整、インターンシップ学生が企画と実践指導、当財団は健康運動指
導士が学生への指導及び企画アドバイス、実践指導補助を行う。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター　外

事  業  名 ランニング事業

開 催 時 期 9月、10～11月、1～3月 回数 48回 会場 コミセン・中央公園

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 166人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

240,000円 0円 0円

【結果】　募集定員（ 10人×1コース×2期） 応募者数（ 20人） 参加者数（ 17人）　延べ参加者数（252人）

本年度はコロナ禍での実施となり、マスクを付けた運動、トレーニングルームの利用制限、実施回数の減少など、さま
ざまな制限の中で開催した。トレーニングルーム利用制限により、プログラム内容を自重トレーニングとウォーキング
を中心としたプログラムに変更したところ、参加者からは「自宅でも実施しやすい」と好評であった。アンケート結果も
非常によく、参加者の体重も平均で3.3kg減量し満足度の高い事業となった。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 愛媛大学社会共創学部協働事業

開 催 時 期 10～12月 回数 0回 会場 体育館

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

300,000円 158,032円 210,000円

【内容】

肥満男性を対象に、運動指導と栄養指導を行い医療費削減(メタボリック症候群予防改善)につながるダイエットプロ
グラムを提供する。グループ指導とパーソナル指導を組み合わせて実施し、健康運動指導士(財団職員)と管理栄養
士（外部委託）が指導にあたる。

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 25回 会場 体育館会議室　外

延べ参加者数 151人 前年度延べ参加者数 252人

＜②教室事業＞

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 健康ダイエット事業
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【内容】

水泳をとおしてスポーツと健康増進の関心を高めるとともにプールの利用促進を図るため、初心者から上級者までの
水泳指導や水中運動指導などを行う。

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

8,250,000円 0円 38,190円

【内容】

テニスをとおしてスポーツと健康増進への関心を高めるとともに、コート利用が少ない時間帯の利用促進を図る。（受
講料：１回1,000円）※3回～5回コースがある。

【結果】 募集定員（ 15組×6コース×7期） 応募者数（513人） 参加者数（487人） 延べ参加者数（1838人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、毎月の募集定員を108人から90人に縮小し、3～5回コースで成人を対象
としたテニス教室を実施した。各月65人から76人の応募（計513人）があり、実際の受講者は各月62人から74人（計
487人）であった。今後もさまざまな制約があるが、新型コロナウイルス感染予防対策を徹底し、教室内容を工夫する
ことで受講者が安心して楽しく参加できる教室にしたい。

施　設　名 松山中央公園

事  業  名 アクアチャレンジクラブ

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 アクアパレット

延べ参加者数 1,838人 前年度延べ参加者数 2,756人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

4,217,000円 1,887,238円 1,933,000円

【結果】 募集定員（25組×7クラス×2期） 応募者数（250人） 参加者数（230人） 延べ参加者数（2022人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各期の募集定員を245人から175人に縮小し、全2期（10回コース/7クラ
ス）で計140回、定員計350人で募集を行い、各期119人と131人（計250人）の応募があった。実際の受講者は各期
105人と125人（計230人）であった。今後も新型コロナウイルス感染予防対策を徹底し、受講者が安心・安全に参加
できる教室にしたい。

施　設　名 松山中央公園

事  業  名 テ ニ ス 教 室

開 催 時 期 毎月開催 回数 167回 会場 テニスコート、屋内運動場、スポーツフロア

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

2,702,000円 1,025,068円 1,395,000円

【内容】

本事業は、ロコモーティブシンドローム（運動器の障害により要介護になるリスクが高い状態）の予防・改善を目的とし
ており、松山中央公園スポーツフロアで成人を対象に「体幹シェイプアップ教室」、「ストレッチ＆筋トレ教室」、「ピラ
ティス教室」を実施した。

開 催 時 期 4～6月、7～9月、10～12月、1～3月 回数 140回 会場 スポーツフロア

延べ参加者数 2,022人 前年度延べ参加者数 4,663人

＜②教室事業＞

施　設　名 松山中央公園

事  業  名 フィットネス教室
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【内容】

卓球、バドミントン、フラダンス等の成人向けスポーツ教室

【結果】　募集定員（ 20名×1コース×5期） 応募者数（ 66人） 参加者数（ 51人）　延べ参加者数（198人）

参加者数は51人(前年度比-14人)、延べ参加人数は198人(前年度比-206人)となった。
参加者数は前年度比49%と減少しており、新型コロナウイルス感染症の影響による教室中止や新規受講者が参加を
懸念したことが原因とみられる。

延べ参加者数 198人 前年度延べ参加者数 404人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

385,000円 121,240円 135,000円

施　設　名 北条スポーツセンター

事  業  名 成人スポーツ教室

開 催 時 期 通年 回数 21回 会場 北条SC体育館

フィットネス教室事  業  名

北条スポーツセンター施　設　名

北条SC体育館会場91回回数通年開 催 時 期

【内容】

ピラティス、エアロビクス、ヨガ、高齢者向けの体操等のフィットネス教室

【結果】　募集定員（ 20人×4コース×5期） 応募者数（ 306人） 参加者数（ 219人）　延べ参加者数（818人）

参加者数は219人(前年度比-24人)、延べ参加者数は818人(前年度比-646人)となった。継続参加者が多い事業で
あるが、参加者が増加傾向にあった教室も新型コロナウイルス感染症の影響により、延べ参加者数が前年度比56％
に減少した。３密回避、検温、消毒などの感染予防対策を徹底した。

延べ参加者数 818人 前年度延べ参加者数 1,464人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,251,600円 579,158円 542,600円

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

80,000円 0円 0円

【内容】

当センターの多目的グランドを使用し、市民ランナーを対象としたランニング教室を1泊2日で実施し、野外活動外で
の新規利用の機会を創出する。

開 催 時 期 2月13日（土）、14日（日） 回数 0回 会場 多目的グラウンド

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 0人

＜②教室事業＞

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 【新規事業】ランナーの集い
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延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 1,184人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

672,000円 0円 3,198円

【内容】

2歳から3歳児の親子を対象にマット、トランポリン、鉄棒等を使って全身運動する教室を実施することで、親子がコ
ミュニケーションをとりながら、表現力や俊敏性を身に着け、子どもとの相互理解、相互成長を主目的としている。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

　②　教室事業

　（イ 親子対象）親子が一緒にスポーツに出会い、親子ともにスポーツや健康に関心を
　持つ人たちの拡大を目指す事業

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 親子体操教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 こども館

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 親子リズム教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 こども館

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 734人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

672,000円 0円 0円

【内容】

2歳から3歳児の親子を対象に、タンバリンやすず等の楽器を使い音感やリズム感を養成するためリズム教室を
開催し、親子がコミュニケーションをとりながら子どもとの相互理解、相互成長を目指す。

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 親子水泳教室

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 温水プール

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 1,564人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

457,000円 0円 3,600円

【内容】

3歳児とその保護者を対象として、親子で楽しみながら水泳を習得する教室

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。
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＜②教室事業＞

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 森のやすらぎ親子クラブ

開 催 時 期 10～12月、1～3月 回数 5回 会場 雨天キャンプファイヤー場・場内

延べ参加者数 42人 前年度延べ参加者数 127人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

603,000円 109,915円 21,000円

【内容】

未就学児童や保護者を対象に、散策や昆虫観察など施設を活かした遊びを楽しんでもらうことを目的に教室事業
を実施し、未就学児童が自然とふれあう機会を提供することにより、豊かな情操を育む。

【結果】　募集定員（15組×1コース×8期） 応募者数（53人） 参加者数（42人）　延べ参加者数（42人）

8回予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため5月15日・6月26日・９月４日の３回は中止とし後半の
5回の実施となった。2月5日・3月5日の２回分については、財団各施設にチラシを配布した。未就学児童に自然
に触れ合える機会を提供したことで高い評価を得ることができ、リピーターも多いことから、事業の宣伝・周知を広
め、新規の参加者を募ることにより、更なる発展を期待できる。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 親子わくわくデイキャンプ

開 催 時 期 12月6日（日）、2月13日（土） 回数 2回 会場 キャンプゾーン

延べ参加者数 61人 前年度延べ参加者数 81人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

80,000円 39,164円 61,000円

【内容】

当センターの施設の特徴を活かし、一日体験イベントをつうじて、野外活動に興味を持っていただく。初心者向け
のテント・タープの設営を体験し、野外炊事を行う。

【結果】　募集定員（ 10組×1コース×2期） 応募者数（ 106人） 参加者数（61人）　延べ参加者数（61人）

新型コロナウイルス感染予防対策を万全に施した中での実施となったが、アンケート結果によるとキャンプ初心者
の参加者に、職員が丁寧な指導・サポートを行ったことにより、「常に気にしてくれて、指導してくれたので安心して
作れました。」等満足していただける内容であったと評価する一方、より細かい要望も求められているため内容を
精査して実施したい。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 はじめての親子キャンプ

開 催 時 期 7月4日（土）～5日（日）・9月19日（土）～20日（日） 回数 2回 会場 キャンプゾーン

延べ参加者数 63人 前年度延べ参加者数 中止

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

80,000円 168,555円 144,000円

【内容】

宿泊を伴うキャンプを実施し、テント設営や野外炊事をとおして野外活動の楽しさを体験する。

【結果】　募集定員（ 10組×1コース×2期） 応募者数（ 162人） 参加者数（63人）　延べ参加者数（63人）

新型コロナウイルス感染予防対策を万全に施した中での実施となったが、アンケート結果によるとキャンプ初心者
の参加者に、職員が丁寧な指導・サポートを行ったことにより、キャンプ等に興味を持っていただける内容であった
と評価されたため、更に内容を精査して可能な限り実施したい。
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＜②教室事業＞

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 昆虫観察事業

開 催 時 期 7月11日（土）～8月16日（日）、2月7日（日） 回数 2回 会場 雨天キャンプファイヤー場外

延べ参加者数 981人 前年度延べ参加者数 2,491人

【結果】　カブトムシツインドーム　入場者数（964人）　  カブトムシキャンプ 　＊天候不良のため中止
　　　　 　 冬の昆虫観察 　　　　募集定員（15組×1コース×1期） 応募者数（ 23人） 参加者数（17人）　延べ参加者数（17人）

冬の昆虫観察は、事前にフリーテントサイトや遊歩道を整備し安全な移動ができるように準備した。３密を避けるた
め、カブトムシの幼虫を職員が掘りだしてカップに入れて参加者に渡した。アンケート結果によると昆虫をうまく見
つけることができない参加者が多かったため、昆虫を事前にカップに入れてキープし参加者全員に生態について
関心を深めてもらう時間を設ける必要がある。また、事前に昆虫がいる広い場所を探しておく必要がある。

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

503,000円 17,731円 3,400円

【内容】

子どもたちが昆虫（カブトムシ）を観察し、楽しんでもらうために、夏季に「カブトムシツインドーム」をオープンする。
また、同時期に朝・夜のカブトムシ等の採集を目的とした１泊２日のキャンプを実施する。更に、冬季に越冬する昆
虫観察会を実施する。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 エンジョイホリデーイベント「森のパン作り」

開 催 時 期 9月6日（日） 回数 1回 会場 ダイニングシェルター

延べ参加者数 61人 前年度延べ参加者数 57人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

32,000円 15,406円 48,800円

【内容】

アウトドア料理でな利用頻度の高いダッチオーブンを使用し、野外でのパン作りに挑戦することにより、当センター
の魅力を伝え、生涯をつうじてご家族などでの施設利用に繋げる。

【結果】　募集定員（20組×1コース×1期） 応募者数（85人） 参加者数（61人）　延べ参加者数（61人）

新型コロナウイルス感染予防対策を万全に施した中での実施となり、ダイニングシェルターで職員がほとんどの準
備を行い、参加者の移動を極力避けた活動とした。アンケート結果によると参加者に、職員が丁寧な指導・サポー
トを行ったことにより評価された一方、雨天時の対応に不備があったことが悔やまれ来年度の課題となった。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 エンジョイホリデーイベント「森のピザ作り」

開 催 時 期 9月27日（日） 回数 1回 会場 ダイニングシェルター

延べ参加者数 49人 前年度延べ参加者数 50人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

32,000円 29,156円 39,200円

【内容】

アウトドア料理で利用頻度の高いダッチオーブンを使用し、野外でのピザ作りに挑戦することにより、当センターの
魅力を伝え、生涯をつうじてご家族などでの施設利用に繋げる。

【結果】　募集定員（20組×1コース×1期） 応募者数（94人） 参加者数（49人）　延べ参加者数（49人）

ピザ生地をこねる作業から、具材のトッピング等もそれぞれの家族のアイデアや想像力を働かせて、オリジナルな
ピザ作りを楽しんでいただいた。アンケート結果によると「楽しかった。」「子どもたちにいろいろな体験をさせること
ができた。」等の感想をいただき高い評価を得た。今後は参加者に提供できる材料を事前に知らせ、より参加者が
満足できる内容となるよう実施する。
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開 催 時 期 3月7日（日） 回数 0回 会場 レストハウス

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 中止

事　業　費
予算額

＜②教室事業＞

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 エンジョイホリデーイベント「よもぎもち作り」

決算額 参加料等収入

30,000円 0円 0円

【内容】

当センターの利用促進と新たな顧客層の開拓を目的として親子を対象にアウトドアで作れる料理メニューを実体
験するために、自然の中でセンター内で採れたよもぎを使って、よもぎもち作りを楽しむ教室を開催する。

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 【新規事業】ファミリーオートキャンプ

開 催 時 期 11月7日（土）～8日（日） 回数 1回 会場 オートキャンプ場

延べ参加者数 32人 前年度延べ参加者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

70,000円 69,925円 79,000円

【内容】

当センターのオートキャンプ場を使用し、１泊２日でテント設営やアウトドアクッキング等のさまざまな野外活動プロ
グラムをとおして、キャンプの基礎知識や技術を習得するとともに、野外活動の楽しさや素晴らしさを気軽に体験し
てもらう。

【結果】　募集定員（10組×1コース×1期） 応募者数（48人） 参加者数（32人）　延べ参加者数（32人）

当日は雨天の中で、テント・タープ張り・野外炊事と初心者向けキャンプとしては過酷であったが、アンケート結果
によると職員が丁寧な指導・サポートを行ったことにより、満足度100％という結果を得た。「雨の中でも火が点いて
驚いた。」「また参加してみたい。」などの意見は、参加者が苦労する中でも体験できたことで満足度が上がった結
果と考えられる。今後は自由時間を確保とともにメリハリのある時間配分のプログラムとする。

施　設　名 松山市野外活動センター

事  業  名 【新規事業】親子かけっこ教室

開 催 時 期 9月26日（土） 回数 1回 会場 多目的グラウンド

延べ参加者数 40人 前年度延べ参加者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

20,000円 20,832円 20,000円

【内容】

当センターの多目的グラウンドを利用し、親子を対象にした走り方教室を行い、体を動かす楽しさを体験していた
だく。

【結果】　募集定員（40人×1コース×1期） 応募者数（46人） 参加者数（40人）　延べ参加者数（40人）

愛媛大学の学生らによる指導が分かりやすく丁寧で「走ること」の基礎練習を楽しく学ぶ機会とすることができた。
また、親子で一緒に学ぶことや運動する機会は少ないようで、参加者の方には終始楽しみながら参加していただ
いた。アンケートにも「親子のコミュニケーションになり良かった。」や「とても楽しかった。」「スタッフの対応が良かっ
た。」という意見が多数記載されており、走る楽しさを十分実感していただけた。
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事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズコーディネーション教室」

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 体育館

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 522人

事　業　費
予算額 決算額

　②　教室事業

　（ウ こども対象）キッズを対象にスポーツに直接触れて体験することにより、幼少期
　からスポーツ活動への関心を高めることを目的とする教室

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

参加料等収入

653,000円 0円 2,000円

【内容】

プレゴールデンエイジの小学1、2年生を対象にした運動能力の向上させるトレーニング教室

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズハンドボール教室」

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 体育館

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 33人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

58,000円 0円 0円

【内容】

ハンドボール経験ない小学生、中学生を対象としたハンドボール体験教室

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズスイミング教室」

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 温水プール

【内容】

小学4～6年生の泳げない児童を対象に25mを泳ぐことができるようになることを目的とした教室

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 372人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

102,000円 0円 0円
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＜②教室事業＞

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズバドミントン教室」

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 体育館

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 163人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

234,000円 0円 0円

【内容】

スポーツ経験のない小学生を対象としたバドミントン教室

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山市総合コミュニティセンター

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズ体操教室」

開 催 時 期 4～7月、9～12月、1～3月 回数 0回 会場 体育館

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 15人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

37,000円 0円 0円

【内容】

体操競技経験のない小学生、中学生を対象とした体操競技体験教室

【結果】　

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山中央公園

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズコーディネーション教室」

開 催 時 期 4～6月、7～9月、10～12月、1～3月 回数 40回 会場 スポーツフロア・テニスコート・屋内運動場

延べ参加者数 973人 前年度延べ参加者数 2,105人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

1,436,000円 569,117円 529,500円

【内容】

神経の発達が最も伸びる時期にある小学校低学年を対象に、運動能力が向上するトレーニングとして、近年アス
リートにも取り入れられているコーディネーショントレーニング（身体と脳・神経系統のバランスの良い発育を促し、
運動の習得効果を高めるためのトレーニング法）の教室を開催した。

【結果】 募集定員（30組×2コース×2期） 応募者数（106人） 参加者数（105人） 延べ参加者数（973人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、毎期の募集定員を60名に縮小し、10回コースで小学校低学年を対象
としたコーディネーショントレーニング教室を実施した。全2期(10回コース/2クラス)で計40回、定員計120人(各期
60人)で募集を行い、各期55人と51人（計106人）の応募があり、実際の受講者は各期55人と50人(計105人)であっ
た。今後も新型コロナウイルス感染予防対策を徹底し、安心・安全に楽しく参加できる教室にしたい。
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開 催 時 期 8月、12～1月 回数 5回 会場 テニスコート

延べ参加者数 140人 前年度延べ参加者数 218人

事　業　費
予算額 決算額

施　設　名 松山中央公園

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズテニス教室」

1,605,000円 111,776円 72,500円

参加料等収入

【内容】

テニス初心者の小学生を対象にラケットの握り方やストローク等の基本動作の指導を行う。
子どもとスポーツの出会いの場を創出し、教室をとおして運動に対する苦手意識の克服を目指す。そして、将来
のスポーツ人口の増加につなげる。

【結果】 募集定員（30組×1コース×1期） 応募者数（29人） 参加者数（29人） 延べ参加者数（140人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、第1期（8月）は開催を見送った。第2期（12月～1月）は参加者募集を
行った結果、最終的に20人以上の新規申し込みがあった。そして、教室当日は検温・健康チェック・消毒等の新
型コロナウイルス感染予防対策を徹底し、楽しく安全に実施することができた。

＜②教室事業＞

施　設　名 松山中央公園

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズアクアチャレンジ」

参加料等収入

437,000円 0円 0円

【内容】

水に慣れることから始め、水中での体の使い方、溺れた時の対処法、各種泳法の指導を行う。
子どもとスポーツの出会いの場を創出し、教室をとおして運動に対する苦手意識の克服を目指す。そして、将来
のスポーツ人口の増加につなげる。

開 催 時 期 4～5月 回数 0回 会場 アクアパレット

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 25人

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 554人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

733,000円 0円 0円

【内容】

秋に行われる運動会に向けて、主に基本姿勢や走るフォーム、バランス、リズム等の速く走るコツを指導する。
子どもとスポーツの出会いの場を創出し、教室をとおして運動に対する苦手意識の克服を目指す。そして、将来
のスポーツ人口の増加につなげる。

【結果】 

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山中央公園

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズかけっこ教室」

開 催 時 期 8月 回数 0回 会場 屋内運動場

事　業　費
予算額 決算額
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【内容】

年間をつうじてテニスを学ぶ教室

【結果】　募集定員（ 30名×2コース×3期） 応募者数（ 104人） 参加者数（ 68人）　延べ参加者数（462人）

応募者数は104人(前年度比-156人)、参加者数は68人(前年度比-187人)、延べ参加者数は462人（前年度比-
1,189人）となった。参加者数は前年度の36%と減少しており、新型コロナウイルス感染症の影響による教室中止や
新規受講者が参加を懸念したことが原因とみられる。

延べ参加者数 462人 前年度延べ参加者数 1,651人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

872,500円 262,542円 244,500円

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 北条スポーツセンター

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズテニス教室」

開 催 時 期 通年 回数 42回 会場 北条SC体育館

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

697,000円 0円 0円

【内容】

野球初心者の小学生を対象に捕る、投げる、打つ等の基本動作の指導を行う。
子どもとスポーツの出会いの場を創出し、教室をとおして運動に対する苦手意識の克服を目指す。そして、将来
のスポーツ人口の増加につなげる。

開 催 時 期 2月 回数 0回 会場 屋内運動場

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 106人

【内容】

サッカー初心者の女子児童を対象にパス、ドリブル、シュート等の基本動作の指導を行う。
子どもとスポーツの出会いの場を創出し、教室をとおして運動に対する苦手意識の克服を目指す。そして、将来
のスポーツ人口の増加につなげる。

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

施　設　名 松山中央公園

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズベースボール教室」

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 48人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

493,000円 0円 0円

＜②教室事業＞

施　設　名 松山中央公園

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズサッカー教室」

開 催 時 期 12月 回数 0回 会場 屋内運動場
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【内容】

走り方の基本を学ぶ教室

【結果】　募集定員（ 50名×1回） 応募者数（ 146人） 参加者数（ 115人）　延べ参加者数（115人）

応募者数は146人(前年度比+26人)、参加者数及び延べ参加者数は115人（前年度中止）となった。前年度に引き
続き定員50人の3倍近い応募があったことから非常に人気の高い教室である。実施回数や時間を増やすなど、教
室内容の見直しを行い受講者ニーズに沿った運営を行っていく。

延べ参加者数 115人 前年度延べ参加者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

224,000円 36,915円 57,500円

【内容】

年間をつうじて運動能力向上のための運動を学ぶ教室

【結果】　募集定員（ 20名×1コース×3期） 応募者数（ 37人） 参加者数（ 33人）　延べ参加者数（ 149人）

応募者数は37人(前年度比-91人)、参加者数は33人(前年度比-93人)、延べ参加者数は149人（前年度比-300
人）となった。参加者数は前年度の26%と減少しており、新型コロナウイルス感染症の影響による教室中止や新規
受講者が参加を懸念したことが原因とみられる。

施　設　名 北条スポーツセンター

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズかけっこ教室」

開 催 時 期 3月 回数 2回 会場 北条SC陸上競技場

延べ参加者数 149人 前年度延べ参加者数 449人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

436,250円 93,409円 83,000円

【結果】　募集定員（ 30名×1コース×3期） 応募者数（ 104人） 参加者数（ 81人）　延べ参加者数（536人）

応募者数は104人(前年度比-50人)、参加者数は81人(前年度比-72人)、延べ参加者数は536人（前年度比-535
人）となった。参加者数は前年度の52%と減少しており、新型コロナウイルス感染症の影響による教室中止や新規
受講者が参加を懸念したことが原因とみられる。

施　設　名 北条スポーツセンター

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズスポーツアカデミー」

開 催 時 期 通年 回数 14回 会場 北条SC体育館

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

692,250円 252,704円 299,000円

【内容】

年間をつうじてバドミントンを学ぶ教室

開 催 時 期 通年 回数 22回 会場 北条SC体育館

延べ参加者数 536人 前年度延べ参加者数 1,071人

＜②教室事業＞

施　設　名 北条スポーツセンター

事  業  名 キッズスポーツプロジェクト「キッズバドミントン教室」
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―

教室のご案内（チラシ） 年１回 未配布 0円

＜②教室事業＞

施　設　名 北条スポーツセンター

事  業  名 空育®JAL紙ヒコーキ教室

開 催 時 期 10月 回数 0回 会場 コミセン体育館

延べ参加者数 中止 前年度延べ参加者数 116人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

40,000円 0円 0円

【内容】

小学生を対象とした折り紙ヒコーキ教室と、自ら作った折り紙ヒコーキの滞空時間を競う。メイン指導は日本航空株
式会社松山支店の折り紙ヒコーキ認定指導者が行い、サポート指導及び記録会測定は財団職員が行う。

【結果】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、参加者の安全を考慮し中止した。

　③　情報提供事業　（他事業と共通）

　　財団が実施する事業内容や参加者の声などを紹介し、スポーツ活動の魅力を広く紹介
　する事業を実施する。
　　市民の文化やスポーツへの関心を高めるとともに、財団事業のPR、利用者への利便性
　向上のために、財団の主催事業や各施設でのイベントを紹介する「きゃめりあ」を発行
　した。また、ホームページによる施設情報や文化・スポーツ情報の提供を行うほか、様
　々なメディアを活用し情報の発信に努めた。

内　　　容 実施時期 配布数 決算額

施設情報誌「きゃめりあ」発行 月 1 回 16,800枚 49,728円

ホームページによる施設、事業案内 随　時 ―
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　　体育館（会議室を含む）

　　球技場

　　陸上競技場

　　フットサル場

　　野球場

　　北条体育館・武道場

松山市野外活動センター

　＜1＞専用利用施設

　　　より多くの市民がスポーツ活動を行うため、日程調整や予約システムにより、スポーツ目
　　的利用及びスポーツ団体を優先して貸し出す運営に努めた。

　　スクールゾーン（研修棟を除く）

　　キャンプゾーン

　　アドベンチャーゾーン

北条スポーツセンター・北条体育館

　＜1＞専用利用施設

　　　より多くの市民がスポーツ活動を行うため、日程調整会、予約システムにより、スポーツ目
　　的利用及びスポーツ団体を優先して貸し出す運営に努めた。

　　　より多くの市民がスポーツ活動を行うため、日程調整会、予約システムにより、スポーツ目
　　的利用及びスポーツ団体を優先して貸し出す運営に努めた。

　　体育館（専用利用スペース）

　＜2＞個人利用施設  

　　　より多くの市民が気軽にスポーツ活動を行うため、個人利用者を対象に施設の開放に努めた。

　　体育館（個人利用スペース）

　　温水プール

　松山中央公園

　④　拠点施設運営事業

　　スポーツ愛好者が活動を行うことによりスポーツの楽しさを享受するとともに、多
　くの市民が観戦等をとおしてスポーツに接する機会が持てるよう、拠点となるスポー
　ツ施設を運営する。

　松山市総合コミュニティセンター

　＜1＞専用利用施設 

　＜2＞個人利用施設  

　　　より多くの市民が気軽にスポーツ活動を行うため、個人利用者を対象に施設の開放に努めた。

　　プール（個人利用スペース）

　＜1＞専用利用施設  

　　　より多くの市民がスポーツ活動を行うため、日程調整会、予約システムにより、スポーツ目
　　的利用及びスポーツ団体を優先して貸し出す運営に努めた。

　　メイン野球場（会議室を含む）

　　サブ野球場

　　プール（専用利用スペース）

　　屋内運動場

　　スポーツフロア

　　運動広場

　　テニスコート
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【内容】

小・中学校、公民館などに出向いて講義や体験学習を行う。講義ではスライドを使用して地域の遺跡を紹介し、出土
品を持ち込んでの「本物を見る」学習や、「火おこし体験」の実演、「石勾玉作り」など古代体験学習を提供する。

【結果】　延べ参加者数（3,393人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、高齢者や子ども向けの事業を縮小する公民館や、外部講師による体験
活動を自粛した小・中学校が多く、利用件数は42件、前年度比（95件）で53件の減であった。

延べ参加者数 3,393人 前年度延べ参加者数 6,321人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

98,000円 10,714円 0円

【内容】

当センター（考古館）30周年記念誌に掲載された資料や遺跡などについて、当センター職員や松山市教育委員会
職員がスライドなどを交えて分かりやすく解説。

【結果】　募集定員（ 35人） 応募者数（ 35人） 参加者数（35人）　延べ参加者数（255人）

３密を避けるために募集定員を35人とし、三人掛けの机に一人の着席とするなど、新型コロナウイルス感染予防対策
を行った上で講座を実施した。実物の遺物に触れる機会を提供することは避けたが、話す内容を展示中の遺跡や
遺物と関連したものとすることで、受講者の理解や満足度の向上に取り組んだ。

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 考古館出前講座

開 催 時 期 4～3月 回数 42回 会場 市内小中学校 外

延べ参加者数 255人 前年度延べ参加者数 602人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

100,000円 98,660円 31,500円

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 わかりやすい考古学講座

開 催 時 期 7～3月 回数 9回 会場 松山市考古館 外

決算額 参加料等収入

603,000円 467,020円 237,600円

【内容】

松山の歴史や考古学への興味や関心を高めることを目的として古代体験教室を実施するほか、本年度は新たに受
付窓口での販売・提供についても実施。

【結果】　事前募集の教室2件（午前・午後）、団体来館7件、出前9件、個人販売201件、延べ参加者数（924人）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、「火おこし体験」、「染物体験」、「土器・ハニワ作り」、「マリングラスを作ろ
う」、「土器や瓦の文様を写し取ろう」に関しては中止としたが、まつやま子ども週間中に「石勾玉作り」の古代体験教
室を事前募集で開催したほか、古代体験キット（石勾玉、合金みがき等）を考古館受付にて販売した。

　公益目的事業３

　　（１）埋蔵文化財の発掘、保存、調査研究及び文化財保護の普及啓発に関すること

　　　　　（定款第4条第1項第3号事業）

　　（２）松山市から受託する文化・スポーツ拠点施設等の管理運営

　　　　　（定款第4条第1項第4号事業）

　①　教室事業

　　市民が古代の生活文化を体験したり、実際に発掘された遺物にふれながら、遺物に関
　する知識を学んだり、地域に点在する古墳等の遺跡について学ぶなどの機会を提供する
　事業

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 古代体験教室

開 催 時 期 4～3月 回数 217回 会場 松山市考古館 外

延べ参加者数 924人 前年度延べ参加者数 7,051人

事　業　費
予算額
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【内容】

考古館や当センターの役割や発掘調査をスライドで説明・紹介し、展示室やバックヤードの案内、古代のものづくり
や発掘調査などの疑似体験をとおして、参加者を「松山市考古館こども学芸員」として認定する。

【結果】　募集定員（ 30人） 応募者数（ 81人） 参加者数（ 30人）　延べ参加者数（30人）

新型コロナウイルス感染拡大防止として定員を変更し、子どものみ（10人）を対象とした教室と、親子（10組20人）を対
象とした教室を開催した。定員30人を大きく超える81名の応募があり、合金製の鏡を発掘する模擬発掘体験や土器
を修復する復元室の見学などをとおして、歴史や考古学への興味・関心を高めることに繋がった。

延べ参加者数 30人 前年度延べ参加者数 51人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

35,000円 28,688円 15,000円

松山の歴史や遺跡、文化などをとおして地域の魅力を再発見する機会を提供することを目的に、考古学や考古学
に関連する歴史学など各分野の専門家による連続講座を開催。

【結果】　募集定員（ 40人） 応募者数（ 38人） 参加者数（ 38人）　延べ参加者数（159人）

本年度は「道後・久米」地域を取り上げ、日曜日の午後に考古学・上代文学・民俗学・建築学の各専門家による連続
講座を開催したところ、38人（定員の95％）の応募・参加があり、延べ159人の参加が得られ、地域の魅力を多角的
に再発見する機会提供に繋がった。

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 こども考古学教室

開 催 時 期 7～8月 回数 2回 会場 松山市考古館

開 催 時 期 10～11月 回数 5回 会場 松山市考古館

延べ参加者数 159人 前年度延べ参加者数 0人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

125,000円 117,900円 95,000円

【内容】

＜① 教室事業＞

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 【新規事業】まつやまの歴史を学ぼう
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延べ参加者数 2,659人 前年度延べ参加者数 4,423人

【結果】　募集定員（報告会・講演会） 応募者数（97人） 参加者数（97人）　延べ参加者数（4,423人）

小学校や夏休み期間中の児童クラブ、クラブ活動、中学校の文化体験活動の出前教室に出向いた際に展示会の
案内を行うことで来館者の増加に取り組んだほか、広報まつやまの誌面に重要文化財「朝日谷二号墳出土品」の特
別公開（7月1日号）や古代体験教室の募集案内（7月15日号）を画像付きで掲載し、また市政広報番組（テレビ・ラジ
オ）での広報活動に積極的に取り組んだ。親子考古学講座と歴史バスツアーについては、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止とした。

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

592,000円 159,652円 0円

【内容】

（公財）愛媛県埋蔵文化財センターとの連携事業（共同主催）で、事業の主体となる展示会は、昨年度に松山市内
や愛媛県内で発掘調査した遺跡や発掘調査報告書の刊行された遺跡の出土品を展示するもので、7～9月に「掘っ
たぞな松山」、9～10月に「いにしへのえひめ」展を開催する。

　②　展示事業

　　市民が、地域の歴史について出会い、伝え、広めることが出来るよう、様々な展示を
　通して埋蔵文化財への関心を高めるための機会を提供する事業

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 松山市考古館ロビー展

開 催 時 期 4～3月 回数 571回 会場 松山市考古館

延べ参加者数 21,720人 前年度延べ参加者数 36,869人

事　業　費
予算額

458,000円 230,109円 0円

【内容】

四国内の埋蔵文化財センター5団体が発掘出土品を持ち寄り合同で実施する巡回展で、発掘調査や最新の研究に
より明らかとなった古墳時代から近世にかけての「四国の海辺の暮らし」について展示・紹介する。

【結果】　・展示解説会1回（中止）　・講演会2回（中止）・みどころ案内4回（中止）

4月25日（土）からの開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため4月14日（火）から5月10日
（日）の期間が臨時休館となり、会期を6月6日（土）から7月5日（日）の26日間に短縮して開催した。

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 愛媛県・松山市連携事業「古代いよ発掘まつり」

開 催 時 期 7～12月 回数 94回 会場 松山市考古館　外

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 四国地区埋蔵文化財センター「発掘へんろ展」

開 催 時 期 6～7月

決算額 参加料等収入

295,000円 64,441円 0円

【内容】

市民の関心が高い古代ハス・古代米の育成と展示、発掘調査後にその成果をいち早く市民に公開する展示等をロ
ビーや特別展示室で実施する。

【結果】　・大連古代ハスの育成と写真展示（10,752人）　・発掘情報展8回（10,874人）　・ロビーコンサート6回（94人）

開花時期が6～7月に限定される古代ハスの写真をロビーに掲示し、育成状況を大型モニターで映写することで来
館者がいつでも見学できるよう配慮した。発掘情報展では7件の発掘調査現場について展示・紹介したほか、松山
市内の遺跡を描いたイラストの原画を展示した。箏コンサートは新型コロナウイルス感染拡大防止のため4月から9月
は中止とした。

回数 26回 会場 松山市考古館

延べ参加者数 780人 前年度延べ参加者数 6,344人

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入
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【結果】　・展示解説会2回（39人）　・講演会2回（67人）

前期展では縄文時代から古墳時代の「貴重な考古資料」と「食」をテーマに縄文時代から江戸時代の食器・調理具
について展示・紹介し、後期展では飛鳥時代から江戸時代の「貴重な考古資料」と「マツリ」をテーマに弥生・古墳時
代の祭祀関連遺物について展示・紹介した。

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

3,958,000円 365,574円 0円

【内容】

昨年度刊行した埋蔵文化財センター・考古館開館30周年記念誌「発掘　松山の至宝」で掲載した考古資料を紹介
する展示会を前期展・後期展に分けて開催する。

開 催 時 期 11～3月 回数 108回 会場 松山市考古館

延べ参加者数 1,601人 前年度延べ参加者数 3,763人

＜② 展示事業＞

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 【新規事業】埋蔵文化財センター（考古館）特別展
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　③　発掘調査研究事業

　　市内における重要遺跡等の発掘調査、周知の埋蔵文化財包蔵地内における試掘調査を
　実施し、整理、保存処理及び分析等の工程を実施し、その成果物として詳細な報告書を
　作成し、関係各所へ配布することで埋蔵文化財の保護思想の周知に努め、考古学の研究
　発展に寄与する事業

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 埋蔵文化財発掘調査事業

開 催 時 期 通年 回数 7件 会場 松山市全域及び 埋蔵文化財センター

延べ参加者数 - 前年度延べ参加者数 -

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

94,370,000円 37,677,711円 -

【内容】

民間・公共の開発に伴う委託契約により発掘調査（本格調査）を実施するとともに、報告書作成に伴う整理及び刊
行を行った。

【結果】　

本格調査は6件(昨年度10件)で対前年度比4件減少し、調査面積は4,728㎡（昨年度5,393㎡）で、対前年度比で
665㎡減少した。事業経費の減少は発掘調査件数の減少によるものである。また、報告書作成に伴う整理作業は1
件（昨年度3件）を実施し、報告書は1冊（『別府遺跡2次・3次・4次調査』）を刊行した。

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 埋蔵文化財発掘調査補助事業

開 催 時 期 通年 回数 9件 会場 松山市全域及び 埋蔵文化財センター

延べ参加者数 - 前年度延べ参加者数 -

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

47,630,000円 34,197,950円 -

【内容】

国庫補助事業委託による発掘調査（本調査）の実施、これに係る報告書作成に伴う整理・刊行業務、遺跡地図情
報の整理、公共・民間の開発に伴う試掘調査や松山城三之丸跡保存整備に伴う発掘調査等を実施した。

【結果】　

本発掘調査並びに重要遺跡確認調査等は3件で昨年度と同数であった。試掘調査は105件（昨年度122件)で、対
前年度比で17件減少し、試掘調査面積は52,483㎡（昨年度71,718㎡）で、対前年度比で19,235㎡減少した。事
業費の減少は本格調査費用減によるものである。出土物等の整理業務は5件5遺跡（昨年度2件4遺跡)を実施し、
報告書は1冊（1遺跡所収・昨年度1冊2遺跡）を刊行した。

施　設　名 松山市立埋蔵文化財センター

事  業  名 埋蔵文化財センター出土物整理・保存、報告書作成事業

開 催 時 期 通年 回数 - 会場 埋蔵文化財センター

【内容】

昭和40年代からの発掘調査済みの遺跡のうち、未整理遺跡の出土遺物等、発掘調査資料の整理・保存、収蔵及
びデータ整理に基づく調査報告書を作成した。

【結果】

祝谷大地ケ田遺跡（祝谷古墳含む）出土の金属製品の保存処理、市内出土木製品の保存処理完了品の収蔵、
市内遺跡出土の埴輪等の復元作業等を実施する。調査報告は「松山市埋蔵文化財調査年報32」を刊行（300部）
した。
　・報告書刊行状況＝調査済遺跡数…800遺跡／刊行済…519遺跡／未刊行…281遺跡

延べ参加者数 - 前年度延べ参加者数 -

事　業　費
予算額 決算額 参加料等収入

3,029,010円 2,673,604円 0円
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　考古館

　　松山市内における埋蔵文化財の発掘調査によって発見された遺跡から出土した遺物や写
　真等を活用し、特別展や体験学習セミナー・遺跡めぐり等を開催することにより、埋蔵文
　化財保護思想の普及啓発を実践する拠点施設運営に努めた。

　情報館

　　松山市内で出土した土器や石器等を整理・保管し、埋蔵文化財センター及び考古館と一
　体となって展示・収蔵施設を備えた埋蔵文化財保護施設運営に努めた。

松山市立埋蔵文化財センター

　④　拠点施設運営事業

　　埋蔵文化財を調査・研究し、遺物などの整理・保存・収蔵に努めるとともに、これら
　の研究成果について報告書を作成して、これを広く全国に配信することにより、地域固
　有の歴史と文化の紹介を広く行う。また、これらの成果物を活用した埋蔵文化財の周知
　及び普及啓発を同時に行うことにより、市民が地域のアイデンティティを再発見し後世
　に伝えることの出来る文化施設を運営する。
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　＜１＞研修、会議など文化・スポーツ施設における、文化・スポーツ利用目的以外への施設の貸与

　　スクールゾーン（研修棟）

　　　宿泊を兼ねた企業研修会などへの貸与

松山市野外活動センター

　　大ホール・中ホール・小ホール

　　　民間プロモーターの開催するコンサート、企業研修会やセミナーなどへの貸与

　　会議室・和室・洋室

　　　企業研修や展示会などへの貸与

　　キャメリアホール

　　　民間プロモーターの開催するコンサート、企業研修会やセミナーなどへの貸与

　　研修会議室

　　　企業研修や展示会などへの貸与

　　企画展示ホール

　　　業界向け展示会や一般向け小売展示会などへの貸与

　＜２＞施設利用者が利用する駐車場・売店の運営

　　駐車場

松山中央公園

　＜２＞施設利用者が利用する駐車場・売店の運営

　　売店等

松山市民会館

　＜１＞研修、会議など文化・スポーツ施設における、文化・スポーツ利用目的以外への施設の貸与

　収益事業

　　（１）管理運営する文化・スポーツ施設を公益目的以外で行う貸与事業

　　　　　（定款第4条第2項第1号事業）

　　（２）管理運営する文化・スポーツ施設における駐車場及び売店の運営

　　　　　（定款第4条第1項第2号事業）

　①　収益事業

　　　文化・スポーツ施設における公益目的事業以外への貸与及び駐車場・売店などの
    施設を運営する。

　＜１＞研修、会議など文化・スポーツ施設における、文化・スポーツ利用目的以外への施設の貸与

松山市総合コミュニティセンター
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  　 文化・スポーツ拠点施設等の管理運営

（１）全体の利用者状況・収入状況　

　施設別の利用者状況５ゕ年推移 （人）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

松 山 市 総 合 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 846,456 876,438 791,010 782,512 261,780

松 山 中 央 公 園 721,279 683,374 623,200 611,144 312,819

松 山 市 民 会 館 318,537 325,862 315,051 374,044 82,211

松 山 市 立 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー
（ 考 古 館 ）

23,303 23,809 23,272 21,269 8,670

松 山 市 野 外 活 動 セ ン タ ー 193,025 189,590 82,907 170,106 122,474

北条スポーツセンター・北条体育館 145,023 150,938 125,879 121,445 80,740

合　　　　　計 2,247,623 2,250,011 1,961,319 2,080,520 868,694

○財団全体の利用者状況５ゕ年推移

　本年度は、昨年度より引き続き新型コロナウイルス感染の影響により全施設で閉館、一部閉館、利
用制限などの対応を取った。また、開館しているもののイベント、事業などが実施できない状況下に
あり令和元年度の実績を大きく下回る結果となった。

　①利用者状況

      本年度の利用者数は868,694人で、昨年度の2,080,520人に比べ、1,211,826人（58.2％）減少
　　している。
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  施設別の使用料等収入状況５ゕ年推移 （円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

松 山 市 総合 コミ ュニ ティセン ター 224,544,843 230,977,880 225,090,780 226,623,795 106,675,725

松 山 中 央 公 園 159,777,051 131,424,300 142,795,674 140,420,959 97,265,000

松 山 市 民 会 館 92,382,330 91,349,600 89,464,460 102,604,660 38,693,060

松 山 市 立 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー
（ 考 古 館 ）

641,420 499,100 586,730 676,690 400,220

松 山 市 野 外 活 動 セ ン タ ー 36,465,840 46,889,390 14,613,165 27,580,610 15,441,735

北 条 ス ポ ー ツ セ ン タ ー ・ 北 条体 育館 17,073,220 15,296,860 16,240,738 17,000,928 11,612,098

合　　　　　計 530,884,704 516,437,130 488,791,547 514,907,642 270,087,838

○財団全体の使用料等収入状況５ゕ年推移

　②使用料等収入状況

      本年度の使用料等収入は270,087,838円で、昨年度の514,907,642円に比べ、244,819,804円
　　（47.5％）の減少となっている。
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（２）松山市総合コミュニティセンター管理運営事業

　利用者状況５ゕ年推移 （人）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
体 育 館 ・ 温 水 プ ー ル 308,911 327,129 301,507 278,304 137,017

プ ラ ザ ・ 研 修 会 議 室 178,620 182,503 171,344 158,373 36,212

文 化 ホ ー ル 121,896 130,409 114,817 135,286 21,899

こ ど も 館 ・ コ ス モ シ ア タ ー 163,949 170,367 153,778 157,309 49,201

企 画 展 示 ホ ー ル 73,080 66,030 49,564 53,240 17,451

合　　　　　計 846,456 876,438 791,010 782,512 261,780

 ○施設別の利用者状況５ゕ年推移

　②使用料等収入状況
　使用料等収入状況５ゕ年推移 （円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

体 育 館 ・ 温 水 プ ー ル 62,979,375 65,859,870 66,257,920 63,740,715 32,485,365

プ ラ ザ ・ 研 修 会 議 室 49,293,730 48,140,790 49,207,190 47,557,840 22,354,780

文 化 ホ ー ル 39,911,175 42,004,140 40,081,850 43,889,180 15,222,610

こ ど も 館 ・ コ ス モ シ ア タ ー 6,135,210 5,762,680 5,130,060 4,763,210 1,716,310

企 画 展 示 ホ ー ル 27,668,960 31,253,300 29,005,260 32,721,350 17,192,160

駐 車 場 35,946,800 35,155,100 34,714,100 33,496,300 17,053,500

食 堂 等 2,609,593 2,802,000 694,400 505,200 651,000

合　　　　　計 224,544,843 230,977,880 225,090,780 226,673,795 106,675,725

 ○施設別の使用料等収入状況５ゕ年推移

　本年度の利用者数は、261,780人で、昨年度の782,512人に比べ520,732人(66.5％）減少してい
る。また、使用料等収入は、106,675,725円で、昨年度の226,673,795円に比べ、119,998,070円
（52.9％）減少している。主な要因としては、年度当初より各施設共に新型コロナウイルス感染拡
大防止のため閉館となり、その後、利用制限などを行いながらの開館のため大幅な減収となった。

　①利用者状況
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（３）松山中央公園管理運営事業

　①利用者状況
  利用者状況５ゕ年推移 （人）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

野 球 場 164,825 173,716 127,411 128,860 19,860

サ ブ 野 球 場 35,678 34,953 33,619 21,652 13,021

屋 内 練 習 場 65,327 66,218 63,048 61,170 35,518

屋 内 運 動 場 30,360 31,751 28,596 28,450 18,837

運 動 広 場 58,451 43,707 40,313 36,063 21,646

テ ニ ス コ ー ト 107,063 96,211 99,628 100,863 85,376

プ ー ル 259,575 236,818 230,585 234,086 118,561

合　　　　　計 721,279 683,374 623,200 611,144 312,819

 ○施設別の利用者状況５ゕ年推移

  使用料収入状況５ゕ年推移 （円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

野 球 場 14,146,115 11,283,036 13,047,605 12,469,592 6,680,070

サ ブ 野 球 場 4,874,135 3,592,440 3,876,072 2,108,060 2,903,996

屋 内 練 習 場 7,746,965 7,146,500 7,225,603 7,253,444 5,270,760

屋 内 運 動 場 4,457,730 4,241,230 4,472,384 4,376,216 4,198,170

運 動 広 場 5,318,420 3,241,430 3,958,408 3,555,514 2,802,970

テ ニ ス コ ー ト 24,587,685 21,900,180 24,144,330 24,988,050 20,672,700

プ ー ル 68,642,580 50,055,145 56,035,185 56,822,800 28,894,715

そ の 他 30,003,421 29,964,339 30,036,087 28,847,283 25,841,619

合　　　　　計 159,777,051 131,424,300 142,795,674 140,420,959 97,265,000

 ○施設別の使用料収入状況５ゕ年推移

　本年度の利用者数は、312,819人で、昨年度の611,144人に比べ298,325人（48.8％）減少してい
る。また、使用料収入は、97,265,000円で、昨年度の140,420,959円に比べ、43,155,959円
（30.7％）減少している。主な要因としては、年度当初より各施設共に新型コロナウイルス感染拡大
防止のため閉園となり、その後、利用制限などを行いながらの開園のため大幅な減収となった。

　

　②使用料収入状況

＊屋内練習場は屋内練習場外6施設を含む。　＊その他収入は広告収入、売店収入等を含む。
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（４）松山市民会館管理運営事業

　①利用者状況
  利用者状況５ゕ年推移 （人）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
大 ホ ー ル 184,976 190,862 184,100 246,403 29,649
中 ホ ー ル 46,702 49,425 48,286 47,105 10,005
小 ホ ー ル 13,458 13,662 12,708 13,999 5,501
第 1 ～ 第 7 会 議 室 38,163 36,970 39,185 36,698 24,386
和 室 2 1,899 2,021 1,909 2,016 1,042
洋 室 1 ～ 3 7,613 7,871 6,783 6,485 3,002
リ ハ ー サ ル 室 9,329 10,146 10,156 9,794 4,754
練 習 室 1 ～ 2 16,397 14,905 11,924 11,544 3,872

合　　　　　計 318,537 325,862 315,051 374,044 82,211
＊小ホールは小ホール会議室、和室1を含む。

　②使用料収入状況
  使用料収入状況５ゕ年推移 （円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
大 ホ ー ル 51,618,290 50,235,530 49,214,330 65,280,860 14,515,480
中 ホ ー ル 17,458,210 19,475,970 18,659,350 15,793,870 4,602,960
小 ホ ー ル 3,789,880 3,361,580 3,248,760 3,330,130 1,670,200
第 1 ～ 第 7 会 議 室 10,859,110 9,761,080 10,104,590 10,042,800 12,765,840
和 室 2 750,160 657,270 690,970 652,460 425,470
洋 室 1 ～ 3 2,329,700 2,234,870 2,312,960 2,281,120 1,570,080
リ ハ ー サ ル 室 2,221,100 2,472,750 2,315,870 2,258,760 1,395,440
練 習 室 1 ～ 2 3,355,880 3,145,250 2,907,530 2,951,260 1,747,190
そ の 他 （ ロ ッ カ ー ） - 5,300 10,100 13,400 400

合　　　　　計 92,382,330 91,349,600 89,464,460 102,604,660 38,693,060

 ○使用料収入状況５ゕ年推移

　本年度の利用者数は、82,211人で、昨年度の374,044人に比べ291,833人（78.0％）減少している。
また、使用料収入は、38,693,060円で、昨年度の102,604,660円に比べ63,911,600円（62.3％）減少
している。主な要因としては、年度当初より各施設共に新型コロナウイルス感染拡大防止のため閉館
となり、その後、利用制限などを行いながらの開館のためコンサートなどの中止が相次ぎ大幅な減収
となった。
 

 ○施設別の利用者状況５ゕ年推移

＊小ホールは小ホール会議室、和室1を含む。
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（人）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

1,209 1,118 1,475 1,843 1,336

620 599 960 1,033 702

353 332 411 408 54

7,836 7,415 6,718 5,833 1,646

13,285 14,345 13,708 12,152 4,932

23,303 23,809 23,272 21,269 8,670

　収入状況5ゕ年推移 （円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

335,870 298,750 335,080 356,590 173,020

305,550 200,350 251,650 320,100 227,200

641,420 499,100 586,730 676,690 400,220

 ○収入状況５ゕ年推移

（５）松山市立埋蔵文化財センター管理運営事業

　本年度の利用者数は、8,670人で、昨年度の21,269人に比べ、12,599人（59.2％）減少している。
また、観覧料等収入は、400,220円で、昨年度の676,690円に比べ、276,470円（40.9％）減少してい
る。主な要因としては、年度当初より新型コロナウイルス感染拡大防止のため閉館となり、その
後、利用制限などを行いながらの開館のため大幅な減収となった。

　①利用者状況

　利用者状況5ゕ年推移
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　②観覧料等収入状況
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（６）松山市野外活動センター管理運営事業

　①利用者状況

　利用者状況5ゕ年推移 （人）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

65,892 73,747 32,501 54,163 38,225

56,907 55,345 23,413 35,449 21,793

2,558 997 1,006 588 1,562

67,668 59,501 25,987 79,906 60,894

193,025 189,590 82,907 170,106 122,474

 ○施設別の利用者状況５ゕ年推移

  使用料収入状況５ゕ年推移 （円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

19,894,905 32,077,240 9,483,030 18,076,450 8,014,750

15,927,895 14,646,560 4,608,180 9,152,000 6,121,950

643,040 165,590 521,955 352,160 1,305,035

36,465,840 46,889,390 14,613,165 27,580,610 15,441,735

 ○施設別の使用料収入状況５ゕ年推移

合　　　　　　　計

ア ド ベ ン チ ャ ー ゾ ー ン

そ の 他 来 園 者

ス ク ー ル ゾ ー ン

キ ャ ン プ ゾ ー ン

ア ド ベ ン チ ャ ー ゾ ー ン

 　本年度の利用者数は、122,474人で、昨年度の170,106人に比べ47,632人（28.0％）減少している。ま
た、使用料収入は、15,441,735円で、昨年度の27,580,610円に比べ12,138,875円(44.0％)の減少であ
る。主な要因としては、年度当初より各施設共に新型コロナウイルス感染拡大防止のため閉所となり、
その後、利用制限などを行いながらの開所のため大幅な減収となった。しかし、キャンプを含めた野外
活動ブームに伴い、利用者数は他施設と比較して減少幅が小さかった。

合　　　　　　　計

  ②使用料収入状況
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（７）北条スポーツセンター及び北条体育館管理運営事業

　①利用者状況
  利用者状況５ゕ年推移 （人）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

陸 上 競 技 場 14,024 15,339 8,847 6,476 4,513

球 技 場 32,549 36,578 31,877 29,105 20,930

フ ッ ト サ ル 場 7,280 7,967 6,054 6,371 5,377

ス ポ ー ツ セ ン タ ー 体 育 館 32,153 31,361 28,516 25,389 14,116

ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム 2,749 3,825 2,058 2,602 1,200

会 議 室 等 5,820 7,342 4,453 4,473 2,452

野 球 場 14,937 14,099 9,581 13,485 8,772

北 条 体 育 館 31,829 29,659 29,035 27,344 19,786

武 道 場 3,682 4,768 5,458 6,200 3,594

合　　　　　計 145,023 150,938 125,879 121,445 80,740

 ○施設別の利用者状況５ゕ年推移

  使用料収入状況５ゕ年推移 （円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

陸 上 競 技 場 1,638,020 1,044,990 1,448,740 1,520,390 717,270

球 技 場 3,658,100 3,259,640 3,505,970 3,526,710 2,355,990

フ ッ ト サ ル 場 1,340,080 963,780 1,159,560 1,247,070 1,069,320

ス ポ ー ツ セ ン タ ー 体 育 館 5,009,370 4,395,620 4,559,280 4,519,780 3,188,640

ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム 291,400 251,100 247,600 339,950 215,090

会 議 室 等 582,540 498,650 742,070 819,480 336,350

野 球 場 1,743,280 2,001,190 1,639,678 2,134,858 1,427,708

北 条 体 育 館 2,593,360 2,660,950 2,663,600 2,625,410 2,119,650

武 道 場 171,270 193,200 231,450 253,060 172,580

コ イ ン ロ ッ カ ー 45,800 27,740 42,790 14,220 9,500

合　　　　　計 17,073,220 15,296,860 16,240,738 17,000,928 11,612,098

 ○施設別の使用料収入状況５ゕ年推移

　本年度の利用者数は、80,740人で、昨年度の121,445人 に比べ40,705人（33.5％）減少している。
また、使用料収入は、11,612,098円で、昨年度の17,000,928円に比べ、5,388,830円(31.7％)減少し
ている。主な要因としては、年度当初より各施設共に新型コロナウイルス感染拡大防止のため、閉館
となりその後入場者数制限などを行いながらの営業のため大幅な減収となった。

　

　②使用料収入状況
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５ 庶務・管理 

 

（１）令和２年度 評議員会・理事会の開催状況 

 

評議員会 

開催年月日 決議の内容 結果 

令和 2年 6月 2日 

報告第 1号 
令和元年度公益財団法人松山市文化・スポーツ

振興財団事業報告について 
― 

議案第 1号 
令和元年度公益財団法人松山市文化・スポーツ

振興財団決算について 
承認 

議案第 2号 
公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団理

事及び監事の任期満了に伴う改選について 
可決 

議案第 3号 
公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団評

議員の任期満了に伴う改選について 
可決 

令和 2年 7月 31日 議案第 4号 
公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団評

議員の選任について 
可決 

令和 3年 3月 22日 

議案第 5号 
令和 3 年度公益財団法人松山市文化・スポーツ

振興財団事業計画書及び収支予算書について 
承認 

報告第 2号 
公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団処

務規程の一部改正について 
― 

報告第 3号 
公益財団法人松山市スポーツ協会との合併協議

について 
― 

 

 

 

 

５ 
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理事会 

開催年月日 決議の内容 結果 

令和 2年 5月 14日 

議案第 1号 
令和元年度公益財団法人松山市文化・スポーツ振

興財団事業報告及び決算について 
承認 

議案第 2号 
令和 2 年度公益財団法人松山市文化・スポーツ振

興財団定時評議員会の招集について 
可決 

令和 2年 6月 2日 議案第 3号 
公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団理事

長、副理事長及び常務理事の選定について 
可決 

令和 2年 7月 21日 議案第 4号 
令和 2 年度公益財団法人松山市文化・スポーツ振

興財団臨時評議員会の招集について 
可決 

令和 3年 2月 15日 

議案第 5号 
令和 3 年度公益財団法人松山市文化・スポーツ振

興財団事業計画書及び収支予算書について 
承認 

議案第 6号 
公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団処務

規程の一部改正について 
可決 

議案第 7号 
令和 2 年度公益財団法人松山市文化・スポーツ振

興財団臨時評議員会の招集について 
可決 

報告第 1号 
公益財団法人松山市スポーツ協会との合併協議に

ついて 
― 
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（２）評議員・理事・監事に関する事項 

令和 2年 4月 1日から令和 3年 3月 31日までの期間 

 

評議員 

辞任 清水 宣郎 中村 史郎  

退任 金澤 泰子 

就任 清水 啓介 髙田 智世 若江 進 

   

  ■評議員名簿                      （令和 3年 3月 31日現在） 

井上 洋一 梅岡 伸一郎 清水 啓介 

下條 信行 髙田 智世 玉井 知子 

中矢 斉 福井 美香 藤田 仁 

松井 隆 矢野 大二 若江 進 

 

 

理 事 

 退任 泉宗 義宏 

 就任 大森 義継 

 

■理事名簿                      （令和 3年 3月 31日現在） 

大森 義継 片山 雅央 北澤 剛 

土居 英雄 開 忠和 本田 元広 

 

 

監 事 

   

■監事名簿          （令和 3年 3月 31日現在） 

原田 光雄 山邊 彰三 
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財　務　諸　表
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（単位：円）
科　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　現金預金 297,832,446 252,472,203 45,360,243 

　　　　未収金 4,220,215 7,221,753 △3,001,538 

　　　　前払金 1,876,560 2,016,870 △140,310 

        立替金 0 0 0 

　　　　貯蔵品 676,631 361,013 315,618 

　　　　　　流動資産合計 304,605,852 262,071,839 42,534,013 

　２．固定資産

　　 (1)基本財産

　　　　  定期預金 302,081,961 302,029,624 52,337 

　　　　　投資有価証券 847,918,039 847,970,376 △52,337 

　　　　　  基本財産合計 1,150,000,000 1,150,000,000 0 

　　 (2)特定資産

　　　　　退職給付引当資産

　　　　　　定期預金 493,564,847 521,519,749 △27,954,902 

　　　　　　投資有価証券 49,868,360 49,874,840 △6,480 

　　　　　 特定資産合計 543,433,207 571,394,589 △27,961,382 

　　 (3)その他の固定資産

　　　　　什器備品

　　　　　　取得価額 3,323,761 3,323,761 0 

　　　　　リース資産

　　　　　　取得価額 61,461,733 61,461,733 0 

　　　　  減価償却累計額 △33,523,868 △22,438,816 △11,085,052 

その他の固定資産合計 31,261,626 42,346,678 △11,085,052 

　　　　　 固定資産合計 1,724,694,833 1,763,741,267 △39,046,434 

　　　　　 資 産 合 計 2,029,300,685 2,025,813,106 3,487,579 

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

　　　　未払金 215,822,390 254,355,673 △38,533,283 

　　　　前受金 0 11,434,500 △11,434,500 

　　　　預り金 13,816,940 14,073,264 △256,324 

　　　　仮受金 157,695,874 98,864,713 58,831,161 

　　　　リース債務（短期） 9,503,944 10,430,307 △926,363 

　　　　賞与引当金 51,199,529 53,126,328 △1,926,799 

　　　　　　流動負債合計 448,038,677 442,284,785 5,753,892 

　２．固定負債

　　　　退職給付引当金 696,302,257 689,682,028 6,620,229 

　　　　リース債務（長期） 23,000,462 32,504,406 △9,503,944 

　　　　　　固定負債合計 719,302,719 722,186,434 △2,883,715 

　　　　　　負 債 合 計 1,167,341,396 1,164,471,219 2,870,177 

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産 1,150,000,000 1,150,000,000 0 

　２．一般正味財産 △288,040,711 △288,658,113 617,402 

　　　　　　　正味財産合計 861,959,289 861,341,887 617,402 

　　　　　　　負債及び正味財産合計 2,029,300,685 2,025,813,106 3,487,579 

貸　借　対　照　表
令和３年３月３１日現在
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    （単位：円） 
科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

　１ 経常増減の部

  (1) 経常収益

　　　 基本財産運用益 2,680,695 2,682,004 △ 1,309

　　　 　基本財産受取利息 2,680,695 2,682,004 △ 1,309

　　　 特定資産運用益 556,635 552,589 4,046

　　　　 特定資産受取利息 556,635 552,589 4,046

　　　 事業収益 1,826,583,652 1,927,146,670 △ 100,563,018

　　　　 指定管理料収益 1,742,336,752 1,808,430,369 △ 66,093,617

　　　　 受託事業収益 71,874,050 71,626,548 247,502

　　　　 参加料等収益 12,372,850 40,425,753 △ 28,052,903

　　　　 入場料収益 0 6,664,000 △ 6,664,000

　　　 受取補助金等 62,002,374 65,025,918 △ 3,023,544

　　　 　市補助金 62,002,374 65,025,918 △ 3,023,544

　　　 雑収益 1,803,721 1,677,694 126,027

　　　　 受取利息 4,871 4,998 △ 127

　　　　 その他雑収益 1,798,850 1,672,696 126,154

　    経常収益計 1,893,627,077 1,997,084,875 △ 103,457,798

  (2) 経常費用

　　　 事業費 1,889,851,756 2,007,477,989 △ 117,626,233

　　　　 報酬 1,092,502 1,094,795 △ 2,293

　　　　 給料 284,465,169 307,107,935 △ 22,642,766

　　　　 職員手当等 121,467,184 143,330,913 △ 21,863,729

　　　　 賞与引当金繰入額 51,022,498 53,049,654 △ 2,027,156

　　　　 退職給付費用 91,395,522 103,667,650 △ 12,272,128

　　　　 福利厚生費 94,604,610 95,916,517 △ 1,311,907

　　　　 賃金 233,591,315 200,163,643 33,427,672

　　　 　報償費 8,116,855 20,269,753 △ 12,152,898

　　　 　旅費交通費 39,560 785,798 △ 746,238

         交際費 0 15,000 △ 15,000

　　　　 消耗品費 43,130,065 45,511,120 △ 2,381,055

　　　　 燃料費 6,132,921 9,170,398 △ 3,037,477

　　　　 食糧費 9,000 146,654 △ 137,654

　　　　 印刷製本費 6,235,946 7,420,305 △ 1,184,359

　　　 　光熱水費 180,502,426 272,979,779 △ 92,477,353

　　　　 修繕料 18,548,164 19,187,723 △ 639,559

　　　　 通信運搬費 5,293,991 6,741,630 △ 1,447,639

　　　　 広告掲載料 0 305,360 △ 305,360

　　　　 検査等手数料 15,091,019 14,729,159 361,860

　　　　 保険料 4,182,944 5,837,217 △ 1,654,273

　　　　 使用料及び賃借料 40,484,257 46,582,503 △ 6,098,246

　　　　 工事請負費 38,231,421 24,170,990 14,060,431

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

正 味 財 産 増 減 計 算 書
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科　　　　目 当年度 前年度 増　減

　　　　 原材料費 5,095,513 4,781,478 314,035

　　　　 備品購入費 7,713,445 3,970,866 3,742,579

　　　　 租税公課 81,088,860 75,869,055 5,219,805

　　　　 委託費 539,229,872 536,265,710 2,964,162

　　　　 リース資産減価償却費 11,085,052 7,192,484 3,892,568

　　　　 支払利息 2,001,645 1,213,900 787,745

　　　 管理費 3,157,919 2,692,455 465,464

　　　　 報酬 15,398 13,105 2,293

　　　　 給料 483,891 410,725 73,166

　　　　 職員手当等 320,886 276,664 44,222

　　　　 賞与引当金繰入額 177,031 76,674 100,357

　　　　 退職給付費用 131,383 74,567 56,816

　　　　 福利厚生費 240,785 198,578 42,207

　　　　 賃金 173,426 69,406 104,020

　　　 　報償費 4,705 233 4,472

　　　 　旅費交通費 0 334 △ 334

　　　　 消耗品費 22,812 16,010 6,802

　　　　 印刷製本費 2,594 4,071 △ 1,477

　　　　 修繕料 472 894 △ 422

　　　　 通信運搬費 15,679 11,008 4,671

　　　　 検査等手数料 91 142 △ 51

　　　　 支払負担金 1,278,074 1,327,198 △ 49,124

　　　　 租税公課 246,940 181,945 64,995

　　　　 委託費 43,752 30,901 12,851

      経常費用計 1,893,009,675 2,010,170,444 △ 117,160,769

評価損益等調整前当期経常増減額 617,402 △ 13,085,569 13,702,971

基本財産評価損益等 0 0 0

特定資産評価損益等 0 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0 0

　　評価損益等計 0 0 0

　　当期経常増減額 617,402 △ 13,085,569 13,702,971

　２ 経常外増減の部

  (1) 経常外収益

　　　  経常外収益計 0 0 0

  (2) 経常外費用

　　　  経常外費用計 0 0 0

　　当期経常外増減額 0 0 0

　　当期一般正味財産増減額 617,402 △ 13,085,569 13,702,971

　　一般正味財産期首残高 △ 288,658,113 △ 275,572,544 △ 13,085,569

　　一般正味財産期末残高 △ 288,040,711 △ 288,658,113 617,402

Ⅱ 指定正味財産増減の部

　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　指定正味財産期首残高 1,150,000,000 1,150,000,000 0

　　指定正味財産期末残高 1,150,000,000 1,150,000,000 0

Ⅲ 正味財産期末残高 861,959,289 861,341,887 617,402
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財　産　目　録

１．重要な会計方針

  (1) 有価証券の評価基準及び評価方法について

　　　有価証券・・・償却原価法（定額法）によっている。

  (2) 固定資産の減価償却について

　　　什器備品 ・・・ 定額法によっている。

　　　リース資産・・・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産は、リース期間を耐用年数とし、

　　　　　　　　　　　残存価格を零とする定額法によっている。

　　　                所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産は、リース期間を耐用年数とし、

　　　　　　　　　　　残存価格を零とする定額法によっている。

  (3) 引当金の計上基準について

　　　賞与引当金・・・・・・・支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

　　　職員退職給付引当金・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

　　　　　　　　　　　　　　　なお、過年度引当不足額を１０年間にわたり分割計上することとしている。

  (4) 消費税等の会計処理について

　　　消費税等の会計処理は、税込み方式を採用している。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

４．担保に供している資産

　　該当なし

５．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

31,261,617

33,523,868

30,200,116

31,261,626

当期末残高当期減少額

143,467,685 302,081,961

954,120,674

143,520,022

6,890

143,526,912

59,227

143,526,912 1,150,000,000

847,918,039

954,114,194

当期増加額

926,159,292

49,868,360

493,564,847

(543,433,207)

(543,433,207)(0)

(0)

－(0)

(49,868,360)

(0)

(493,564,847)

543,433,207

1,097,647,586

（うち負債に
対応する額）

当期末残高　

(302,081,961)

(0)

小　　　　　計

合　　　　　計

571,394,589 926,159,292

1,069,686,204

1,150,000,000小　　　　　計

(0) (0)

（うち一般正味財
産からの充当額）

科  目

　定期預金 302,081,961

847,918,039

　　定期預金

　　投資有価証券

(0)

　投資有価証券 (847,918,039)

302,029,624

61,461,733

64,785,494

3,323,761 3,323,752

521,519,749

493,564,847

（うち指定正味財
産からの充当額）

(0)

9

取得価格 当期末残高

6,480

什　器　備　品

847,970,376

　　定　期　預　金

　　投 資 有 価 証 券

　　　投 資 有 価 証 券

減価償却累計額

(0)

(1,150,000,000)

49,868,360

基本財産　

退職給付引当資産

特定資産　

543,433,207

(1,150,000,000)小　　計 1,150,000,000

財務諸表に対する注記

リ ー ス 資 産

科　　　　目

合　　　　計

　　退職給付引当資産

1,721,394,589

－

－

1,693,433,207

　　　定　期　預　金

49,874,840

 特定資産

前期末残高科　　　　　　　目

 基本財産

1,693,433,207

小　　計

合　　計
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６．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

　　該当なし

７．保証債務

　　該当なし

８．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

９．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

交付者 当期末残高

貸借対照
表上の記
載区分

松山市 0 -

松山市 0 -

0

１０．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　該当なし

１１．関連当事者との取引の内容

　　該当なし

１２．リース取引関係

  (1) 所有権移転外ファイナンス・リース取引

　　　リース資産の内容

　　　公益法人会計システム・起案システム及びパソコン等 （什器備品、ソフトウェア）

　　　インターネットパソコン等（什器備品、ソフトウェア）

　　　グループウェア及びパソコン等（什器備品、ソフトウェア）

　　　人事給与システム及びパソコン等 （什器備品、ソフトウェア）

　 （2）　所有権移転ファイナンス・リース取引

　　　 リース資産の内容

　　　 プラネタリウムビデオシステム（工具器具及び備品）

　

１３．重要な後発事象

　　該当なし

993,595

補助金等の名称 前期末残高

　利付国債10年 第332回 49,868,360

当期減少額

11,071,156

993,595

合　　　　　計

小　　　　　計

897,786,399

49,868,360

当期増加額

50,861,955

50,861,955

908,857,555

1,555,400

1,794,479

117,636,472

　大阪府公債10年 第427回 200,000,000 201,620,000

1,884,163

847,918,039

 特定資産退職給付引当資産

857,995,600小　　　　　計

　利付国債10年 第337回 

113,831,595

119,520,635

10,077,561

1,620,000

　北海道公債10年 平成29年第13回 200,264,600 201,820,000

　大阪府公債10年 第436回 100,036,425 100,910,000

 基本財産

　利付国債10年 第337回 

評価損益

117,943,426

112,037,116

　利付国債10年 第332回 

62,002,37462,002,374

0

0

0

2,649,914

59,352,460 59,352,460

2,649,914

2,349,944120,293,370

帳簿価格 時価科      目

873,575

合　　　　　　　　　　計

文化・スポーツ振興財団管理運営補助金

文化・スポーツ振興事業補助金
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１．基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細については、財務諸表の注記に記載している。

２．引当金の明細

（単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金 689,682,028 91,526,905 84,906,676 0 696,302,257

賞与引当金 53,126,328 51,199,529 53,126,328 0 51,199,529

期末残高

附　属　明　細　書

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

 現金 手元保管 運転資金 2,003,775

 預金 普通預金 運転資金 295,828,671

　伊予銀行  松山市役所支店 コミュニティセンター管理口座 73,227,360

　愛媛銀行  松山市役所支店 中央公園管理口座 77,464,841

　伊予銀行  松山市役所支店 市民会館管理口座 23,954,736

　伊予銀行  松山市役所支店 埋蔵文化財センター管理口座 25,492,015

　伊予銀行  松山市役所支店 埋蔵文化財センター発掘口座 1,602,550

　愛媛銀行  松山市役所支店 野外活動センター管理口座 32,475,705

　愛媛銀行  北条支店 北条スポーツセンター・北条体育館管理口座 10,329,590

　伊予銀行  松山市役所支店 補助金管理口座 8,771,738

　伊予銀行  松山市役所支店 一般管理口座 25,792,722

　伊予銀行  松山市役所支店 預り金口座 8,366,788

　伊予銀行  松山市役所支店 コミュニティセンター使用料口座 6,488,040

　伊予銀行  松山市役所支店 市民会館使用料口座 354,440

　伊予銀行  松山市役所支店 中央公園使用料口座 1,036,395

　伊予銀行  松山市役所支店 野外活動センター使用料口座 2,040

　伊予銀行  松山市役所支店 北条スポーツセンター使用料口座 119,730

　愛媛銀行  松山市役所支店 中央公園使用料口座 331,491

　愛媛銀行  北条支店 北条スポーツセンター使用料口座 18,490

特定資産 普通預金
職員の退職金支払の財源としている。 0

退職給付引当資産 　伊予銀行 松山市役所支店 0

 未収金 埋蔵文化財発掘調査委託料 外 4,220,215

 前払金 事業にかかる普通傷害保険 1,876,560

 貯蔵品 切手、収入印紙 676,631

流動資産合計 304,605,852

貸借対照表科目

財　産　目　録

令和３年３月３１日現在　
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場所・物量等 使用目的等 金額貸借対照表科目

（固定資産）

基本財産 1,150,000,000

定期預金
公益目的保有財産であり、運用益を公益事業財源
として使用している。

302,081,961

伊予銀行 松山市役所支店 153,851,687

愛媛銀行 松山市役所支店 148,230,274

投資有価証券
公益目的保有財産であり、運用益を公益事業財源
として使用している。

847,918,039

利付国債10年 第332回 117,943,426

利付国債10年 第337回 117,636,472

利付国債10年 第337回 112,037,116

第427回大阪府公債 200,000,000

第436回大阪府公債 100,036,425

平成29年13回北海道公債 200,264,600

特定資産 543,433,207

退職給付引当資産 定期預金 職員の退職金支払の財源として積み立てている。 493,564,847

 伊予銀行 松山市役所支店 35,780,835

 愛媛銀行 松山市役所支店 457,784,012

投資有価証券 49,868,360

 利付国債10年 第332回 49,868,360

その他の固定資産 31,261,626

什器備品 測量機器等９点
公益目的保有財産であり、埋蔵文化財保存・普及
啓発事業で使用している。

9

リース資産 会計システム・プラネタリウムビデオシステム
公益目的保有財産であり財団全体で使用してい
る。

31,261,617

固定資産合計 1,724,694,833

資産合計 2,029,300,685

（流動負債）

未払金 公益目的事業に供する光熱水費他 215,822,390

前受金 公益目的事業に供する参加者負担金 0

預り金 公益目的事業に供する社会保険料他 13,816,940

仮受金 公益目的事業に供する施設使用料の未払 157,695,874

リース債務 会計システム・プラネタリウムビデオシステム 公益目的事業に供する資産の債務 9,503,944

賞与引当金 職員に係るもの 職員に対する賞与の支払いに備えたもの 51,199,529

流動負債合計 448,038,677

（固定負債）

退職給付引当金 職員に係るもの 職員に対する退職金の支払に備えたもの 696,302,257

リース債務 会計システム・プラネタリウムビデオシステム 公益目的事業に供する資産の債務 23,000,462

 固定負債合計 719,302,719

負債合計 1,167,341,396

正味財産 861,959,289
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